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『 よいことのために 手を取りあおう 』 
UNITE FOR GOOD 

2025-2026 年度
ＲＩ会長  フランチェスコ・アレッツォ

第 2500 地区ガバナー
佐渡　正幸（釧路北 RC）

本日のプログラム

次週例会 上期を振り返り下期に向けて：三役・四大委員長（理事会）

「新年交礼会」（親睦活動委員会）

■ロータリーソング：君が代・奉仕の理想　　■ソングリーダー：曽我部元親君
■会員数　　106名
■ビジター　　
■ゲスト　　大山　葉子様　　
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さま、新年あけ
ましておめでとうご
ざいます。どんな年
末年始を過ごされた
でしょうか。
　私は初めてだった
のですが、年末年始
を阿寒湖の鶴雅に泊まりに行ってまいりました。今日
は見えられておりませんが、日銀支店長の佐々木さん
ご家族も一緒だったと記憶しております。
　１月１日が晴れと聞いておりましたので、たまたま
男性のほうが奇数日で外に露天風呂がある所に行くこ
とできたので、朝、日の出をめがけて行ったら、ちょ
うど雲がかかっていました。20人くらいが外にわん
さかわんさかいたのですが、いつまで経っても雲が
あって見えそうで見えないのが続いていました。１年
前までは私より背が低かった息子が私を超えているの
ですが、息子と二人でねばろうと、30～ 40分露天
風呂で、外は寒い、マイナス 17度です。ずーっと入っ
ていたところ、たくさんいた人たちがどんどんいなく
なりました。私と息子がねばっていたところ、奇跡的
に雲が晴れてご来光を見ることができました。とても
いい年だなと思いました。
　改めまして、上期が無事に終わりました。本当に皆
さまの支えでなんとか上半期の半年間を過ごすことが
できました。
　と言っている間にもう下期が始まりますので、上期

の感謝と下期に向けた思いをもう一度確認しようと
思って、年末には関西に用事があったので、関西と言っ
てもだいぶ寄り道ですけど、静岡県の三島にある米山
梅吉翁記念館に少し足を延ばして行ってまいりまし
た。年末最後の日でしたから４時に閉まるのですが、
私が着いたのが３時ころで、誰一人いなかったのです。
受付にも人がいない状態でした。タクシーの運転手に
は「待っていてください。休館日だったら申し訳ない
ので」言って、声を掛けたら中から人が出てきて「珍
しいですね。どこから来たのですか」と言われ、「釧
路から来たのです。2500 地区です」と言ったのです。
受付の人は、2500 地区と聞くと、小船井さん、足立
さん、吉田潤司さんの名前をボンボン言って「ロータ
リーは 2500 地区の人、だいぶ頑張っていますよね」
と言っていただきました。
　そんな米山梅吉翁記念館ですが、２階に上がると、
ＡＩで蘇った梅吉さんが話しかけるはずですが、誰も
いないので、行っても何も動かないということから受
付の人が来て、コンセントに差し込んだらパッとＡＩ

が映ました。「突然
ですけど、あなたに
とって奉仕とはなん
ですか」と問いかけ
るのです。いきなり
言われてもと思いな
がらも誰もいないの

で、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕・・・、いろいろ
考えた時に、さまざまあるので自分自身が、自分の人

生をどうやりたいのか、なにをしたいの か、を真剣
に考えて、考えて自分のしたいことを誠実に着実に行
うしかないのではないのか。その積み重ねが地域に
とって、社会にとって、あるいは世界にとって、いい
ことにつながるのではないかと考えて原点に返って振
り返ることができた一日でした。
　そんな気持ちを込めて、今日から始まる下期、そし
てまた、本年度 90年に向かう当クラブを皆さんと一
緒に盛り上げて突っ走って行きたいと思います。下期
もぜひ、よろしくお願い申し上げます。以上です。

幹事報告　横田　英喜幹事
　皆さま、あけましておめでとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。幹事報告させていただき
ます。
本日の新年恒例会にあたりまして祝電をいただいてお
りますので、ホワイトボードをご覧いただければと思
います。
１月のロータリーレートが発表になっております。１
ドル 156 円になります。156 円を基に下期の会費の
納入額が決まることになります。
受付で渡されたと思いますけれど、ＲＩの人頭分担金、
ロータリー財団の特別寄付金を１ドル 156 円で換算
して会費が決まっております。
下期の会費は 129,611 円となりました。前年と比べ
て 84円の増額で、ほぼ同じような金額になっており
ます。今日、いらっしゃらない方には事務局より会費
納入のお知らせを発送させていただきます。円滑な会
務の運営のためにもできるだけ早めの納入をお願いい
たします。
また、例会で現金でお持ちいただく方には、つり銭が
ないようによろしくお願いいたします。
以上となります。

地区ガバナー推薦クラブ選考委員会からの報告
クラブ選考委員会　石田　博司委員長

　当クラブから推薦
を申し上げました荒
井剛君、本年度の会
長を令和８年１月１
日付けをもって
2028-2029 年のガ
バナーに就任が決定

いたしました。今日からガバナーノミニーという立場
です。
　それでは、荒井剛君には地区のため、分区のため、
釧路クラブのため、さらにはご自分の成長のために力
を尽くしていただきたいと思います。
　よろしくお願いいたします。（拍手）
　では、荒井君から決意のほどを伺いましょう。よろ

しくどうぞ。

決意表明
荒井　　剛地区ガバナーノミニー

　改めまして、身が
引き締まる思いで
す。昨年度、推薦い
ただいて、正式な発
表、連絡というもの
が個人のほうには来
ませんので、どう

なっているのだろうという思いは少しあったのです
が、この新年恒例会の日にこのように発表していただ
いたということは、これは私にとって縁深いものであ
りますし、これは、ますます頑張らないといけないな
と思いを強くした次第です。
　また、皆さまには本当にご協力のほどをお願いする
ことになりますが、私が近くに行った時には逃げない
でください。
　本当に精一杯頑張りたいと思いますのでよろしくお
願い申し上げます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　皆さま、新年あけましておめでとうございます。こ
れより新年交礼会を開会させていただきます。司会は
親睦委員会の委員長を務めさせていただいております
中島が務めさせていただきます。ご協力をお願いいた
します。
また、今日から折り返し、下期となります。親睦委員
会一同も頑張ってまいりますので、あと半年の下期を
よろしくお願いしたいと思います。
まず、鏡開きを行いたいと思います。お名前をお呼び
いたしますので、ご登壇をお願いいたします。
2025-2026 年度釧路ロータリークラブ会長・荒井剛
君、副会長・池田一己君、幹事・横田英喜君、会長エ
レクト・工藤彦夫君、次年度幹事・八幡好洋君、次年
度ガバナー補佐・西村智久君、90周年記念実行委員長・
脇弘幸君、前にお進みください。
鏡は円満を、開くは末広がりを意味しております。そ
れではただいまより、2025-2026 年度の釧路ロータ
リークラブのさらなる飛躍と発展を祈願いたしまし
て、新年の鏡開きを行います。
私のほうから「せーの」とお声掛けをいたしますので、
続いて「よいしょ」の掛け声で鏡開きを行いたいと思
います。

（鏡開き）

祝杯のご発声
吉田　潤司パストガバナー

　皆さま、こんばん
は。皆さんは、なに
か清々しい正月を迎
えたという顔をして
おります。大変いい
顔をしております。
今年は皆さんがご存

じのとおり、丙午の年であります。躍動とか元気いっ
ぱいとか、そのような年になるということで言われて
おります。
うちのクラブもこれから、スタートの年としては大変
すばらしいと思います。まず、最初にＩＭがあります。
その次の年度には 90周年、３年目には先ほど紹介が
ありました荒井さんのガバナー年度があります。これ
を３年続けてやるというクラブの底力はほかのクラブ
ではそんなに持っていないと思うのです。ひとつひと
つを丁寧に持って行って、釧路クラブは 2500 地区で
自他ともに認める歴史と伝統のあるクラブをみんなで
作って行ければと思います。最終締めの荒井さんまで、
３年後以降ももちろん頑張らなければいけませんけれ
ど、その３年間をみんなで力を合わせて、仲良く元気
に、そして釧路クラブのいいところを残していくこと
も大事です。
佐渡年度の地区大会の時に山崎代理、コーディネー
ターが話しましたけれども、改革もしなければだめな
のだ、改革しなくしてクラブの発展はないという話を
されました。私は、近年の中では最高のスピーチだっ
たと思います。
これをみんなでかみしめて、新しいクラブ、元気ある
発展的なクラブをみんなで作っていけますようにお願
いをいたします。
それでは、おめでとうございます、で乾杯をしたいと
思います。

（おねでとうございます）（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
吉田潤司パストガバナー、ありがとうございました。
　それではこれより歓談の時間とさせていただきま
す。

（歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　本年度は、年の初めということで三役の皆さんに書
初めを小学校の時にやったような形でお願いしたいと
思います。本日は、大山さんにお手伝いをいただいて
おります。
　最近は道銀さんの所にもありますが、高校生が大き
な紙に書いて、書道をしている姿を見せていただいく
ことも多くありますけれども、本日は三役に、それぞ
れ新年を迎えての一言という形でお願いしたいと思い
ます。
　荒井会長、池田副会長、横田幹事には登壇していた
だいて、皆さんに向かって書いていただきます。本年
の干支は、さきほどパストガバナーからご紹介があり
ました丙午です。力強く、前向きなエネルギーや躍動
感、成功を象徴する縁起のいい干支だそうでございま
す。クラブの皆さまとともに健康・飛躍の一年になり
ますように、本年度の荒井会長のクラブスローガンの
中から、荒井会長には「笑顔」、池田一己副会長には「誇
り」、横田英喜幹事には字を間違わないでいただきた
いのですが「挑戦」という漢字二文字を書いていただ
きます。
　それでは、よろしくお願いします。

（書初め）

　書いていただいた
ら、横に細い筆でお
名前を記していただ
きますと完成です。
　

　親睦委員会の打ち
合わせの時に、「正月らしいと言ったら」というと書
初めになって、「一番いいじゃないの」と言ったのが
工藤エレクトでしたので、来年は工藤さんが書いてい
ただけるのではないかと。
　大山さんが赤い朱肉で押す落款印を消しゴムで「剛」
「一己」「英喜」と作って来ていただきました。印を押
します。

書初めのご披露
　それでは、荒井会長から皆さまに見せていただきま

す。（拍手）
　池田副会長、お願
いします。（拍手）
　それでは、横田幹
事、（拍手）
それでは、もう一度
三役の皆さんに拍手

をお願いします。（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
ここで賀寿のお祝いをさせていただきたいと思いま
す。本年度めでたく賀寿を迎える方をお祝いいたしま
して、クラブのほうから記念品もご用意させていただ
いております。本年度は還暦を迎えられた方が７名、
古希が３名、喜寿が３名、傘寿を迎えられた方が２名
ということで、当クラブにはいらっしゃいます。本年
度、還暦の皆さまには、今日は時間が短くなっており
ますので、来月の節分例会の折に「年男大いに語る」
をしっかりやっていただこうということで、還暦の皆
さまについては、ご紹介だけにさせていただきます。
伊原明君、黒田恒史君、桑原岳広君、曽我部元親君、
得地哉君、羽田尚弘君、三宅康夫君の以上７名の皆さ
んでございます。還暦おめでとうございます。

続きまして、古希を迎えられた方をご紹介させていた
だきたいと思います。
1957 年昭和 32年生まれ、数え年で 70歳の会員を
ご紹介させていただきます。６月 17日の生まれ工藤
彦夫君、６月 20日生まれ梁瀬之弘君、本日は欠席で
ございます。12月 14日生まれの谷川富成君、本日
欠席ではございます。以上の３名の方でございます。
会長のから工藤さんにプレゼントを渡していただい
て、その後工藤さんから一言いただきたいと思います。

古希を迎えられたメンバーのスピーチ
工藤　彦夫君

あけましておめで
とうございます。
古希ということで
久しぶりに真ん中
です。
年次総会の時、真
ん中で理事を発表

できるかなと思っていたら、議長に真ん中の場所を取
られちゃって、せっかく理事を発表する楽しみだった
のが端っこでやって。終わった後、樋口君も「俺も端っ

こで話したんだよな」と言っていましたので、議長さ
ん次回は、次回？来年は俺か、注意します。
古希といっていますけども、68歳ですので、まだ２
年間あります。とはいえ、だんだん年なので、朝起き
たら体が痛い、目は近くも遠くも見えない、鼻は聞こ
えない、耳もだんだん遠くなってきて、この前「キー
ン」と音が鳴るから「耳鳴りしているので年かな」と
女房に言ったら、女房も「キーンって鳴る」と言った
ら、うちの古い冷蔵庫のせいでした。
だんだんシミも多くなってくるのですよ。鼻も体も痛
いのは誰にも見えないけど、シミだけは見えていやな
のです。そういえば横田君が「シミを取ったんだ」と
いうのを思い出したの。今、僕はきれいになっている
のですけども、横田君に聞いたら「あさの皮膚科に行
けばいい」と言ったのです。でも、うちは病院に行く
のは女房の許可を得ないと行けないので、横田君の昔
のシミがある顔ときれいになった顔とを携帯で撮っ
て、女房に見せました。
きれいな横田君のシ
ミのない顔を見せた
のですけども、さあ、
ここで新年初めての
問題です。うちの女
房は何と言ったで
しょうか。
（横田君、「答えは他に直すところある」）
近いです。「優先順位が違う」と言っていました。何
を優先すれば良かったのか、よく分からないですけど、
そんな話です。
今年、90周年の会長やらせていただきますけども、
みんなで楽しく１年間やりたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。以上です。ありがとうござい
ます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長　　
次に喜寿を迎える方をご紹介させていただきたいと思
います。1950 年昭和 25年生まれ、数え年で 77歳
の皆さまをご紹介させていただきます。
２月 23日生まれの石田博司君、３月７日生まれの久
島貞一君、２月 20日生まれの吉田秀俊君の３名の皆
さまでございます。
石田君からご登壇いただいて、記念品をいただいてス
ピーチお願いしたいと思います。

喜寿を迎えられたメンバーのスピーチ
石田　博司君
いただきました、ありがとうございます。あまり嬉し
い話でもないのでしょうけど。
なぜか、昔から長生きしないだろうと思いこんでいる、
なんでかそうだったのですね。長生きしないだろうと、

畳の上で死なないだ
ろうなとずっと思っ
ていたのですけど
も、特に 10代 20
代のころはそれが強
かったのですが、
30代なってからは

それを忘れていましたけれども。
今、振り返っても思い出すことが、50の誕生を迎え
た時に「えっ 50まで生きたんだ」とすごく驚いたの
です。健康は健康なのですけども、健康診断に行って
も「どこも悪いところはない」と。正確には「どこも
悪いところはない」とは言われるのですけども、生ま
れて初めて、この度病名をいただきました。大動脈弁
閉鎖不全症、心臓の弁の動きが少し悪いというのです。
それと、昨年の暮れ
に血圧が初めて上
がって、薬を飲んで
も下がらないので
す。
どうしようもない
し、別に不便はない
わけだからと思って、昨日も後藤さんの所に飲みに行
きましたけども、今日も飲んでいますけれども。
そういうわけで 77歳になりますけれども、定年のな
いロータリークラブですから、じっと、しとやかにし
ておりますので、どうぞ遊んでくれますようにお願い
します。
ありがとうございました。

吉田　秀俊君
改めて、おめでとう
ございます。今年も
よろしくお願いしま
す。
いま登壇されていた
石田さんと見かけは
違うけど、同じ年
77でございます。私の誕生日が 12月 20日で、今日
でまだ半月しか経っておりませんので、まだ喜寿とピ
ンときておりませんけれど、このような場で皆さんに
お祝いしていただくこと大変うれしく思っておりま
す。

先ほど吉田パストガ
バナーがおっしゃっ
ていましたけれど、
今年は丙午というこ
とで、情熱とかエネ
ルギーに満ち溢れる
年だといわれており

ます。このような年に釧路クラブは創立 90周年とい
う記念すべき年を迎えます。皆さんの情熱とエネル
ギーをこれに向けまして頑張っていただければ、素晴
らしい一年になるのではないかと思っております。
不肖、私は残念ながら、みなぎるような、満ち溢れる
ようなエネルギーも情熱もないかもしれませんけれ
ど、何とか微力ながら協力していきたいと思いますの
で、１年間よろしくお願いいたします。
本日はありがとうございます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
次に傘寿を迎える方をご紹介させていただきます。
1947 年昭和 22年生まれ、数え年で 80歳になられ
る会員の皆さまでございます。私が幹事をやっていた
時の会長で「年齢を喋るな」と言われたのですが、しっ
かり喋らせていただきます。御年 80歳を数えでお迎
えになります。６月 26日生まれ滝越康雄君です。も
う一方、10月 25日生まれ関向一君もいらっしゃい
ますが、本日は欠席でございますので、滝越君、前の
ほうへお願いいたします。

傘寿を迎えられたメンバーのスピーチ
滝越　康雄君
　長寿のほうでござ
います。正直に言い
まして、いい迷惑で
ございます。何とい
うかな、さらし者に
なったような気で、
長寿という実感はな
いのですけどね。日々はつながっていて、さっぱりそ
ういう年齢という感じは。特に、年齢に関しては、私
たちは軍事機密だったので外に出ていなかった。今日
は欠席で出しとけばよかったな、と思って後悔してい
ます。
とはいえ、最近、この年齢の実際の動きを説明します
と、同世代が、同級生がポツポツ死んじゃっているの
です。非常に孤独感が強くて、仮に、昼にレストラン
に行っても喫茶店に行っても、遠慮してカウンターで
しか食べたことないのです。相方がいないのですよ。
ただ、去年の 11月ぐらいに相方で、一人この会場に
いる人、付き合ってくれたのです。誰かといったら、
舟木会員です。場所はカフェで、二人で頼んだのが、

盛りだくさんのフ
ルーツパフェ、一個
880 円の。それが、
年齢を足したら 154
歳、それがフルーツ
パフェ食べて。周り
には非常にたくまし

い中年の女性軍、ものすごいパワーです。女性ばかり
の中で男が二人、パフェを食べて慰め合ったというこ
とでございます。
私は年齢がかさんできていますけども、最近、調べた
ら、高市内閣の国家予算で聞いたら 122 兆円。日本
で社会保険の金額、支給している年金から何からが
140 兆円あるのですよ。逆ザヤです。何を言いたい
かといったら、早く年配の人は意識して密やかに自覚
して、お引き取りするのが国家のためだと思いますの
で、そういうことで、引き際をいつにするか分からな
いのですが大事にして終わりたいと思います。
以上です。

（ご歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
宴もたけなわでございますが、いま、三役から「きょ
う、大山さんが来ているのに出番がないのか」と親睦
のほうにありました。
大山さんには、本日書いて頂いた「笑顔」と「誇り」
と「挑戦」にそれぞれコメントをいただきたく、大山
さんにお願いしたいと思います。
３人並んで、先ほど書いていただいた書を持っていた
だいて、前のほうに。
本日の表題になっております新年交礼会という日の丸
の上の字が３年前に大山さんに書いていただいた字に
なっております。大山さんは今、書道協会の釧路支部
の会長をされております。それでは、大山さん、お願
いします。

書初めの講評　大山　葉子様
　会長からでよろし
いでしょうか。
会長さんの「笑顔」
の笑うという字がす
ごく笑っていて、す
ごくいいなと思って
見ていたのです。本

当に笑顔になれるな、という「笑」の字がいいなと思
います。ありがとうございます。（拍手）
では、池田さんは、池田さん雰囲気そのもので、すご
く優雅で優しくて、すごく品があるなと思っていまし
た。（拍手）
横田さんのは、すごく頑張っている感じが。頑張って
やっているのだなと、挑戦しているなと思いました。
（拍手）
最後に一言、こちらの２人、印を押したのですけども、
領収書の印の押し方だな。書の場合はこちらが正しい
です。以上です。

（手に手をつないで　合唱）

締めの挨拶　大道　光肇君
　楽しい新年交礼会
でございました。参
加して良かったと思
います。
日ごろは、だいぶご
無沙汰しておりまし
たけれども、私も今
年で、数えで 85になります。でも、気持ちは若いの
ですけれどもね。体は年なりに衰えてきております。
よろめいております。だから、転ばぬ先の杖でね、杖
をつきながら転ばないように注意をしながら日々歩い
ております。
　今年、お祝いの年になられました還暦、それから
70歳はなんといいましたか、喜寿ですよね。傘寿は
80歳ですね。私はもうお祝いはしてもらえないと思っ
ていますけれどもね。
　最近、私はいろいろな本を読むのですが、昔から漫
画が大好きでね。弘兼憲史の島耕作というのをずーっ
と読んでいます。去年、社外取締役だったかな、いま
７巻目ですよ。勉強になりますよ。それを読めば黄昏
流星群というのが 76巻目を迎えました。それもさら
に読みました。切ないですね。ときめきが感じられま
すしね。
　弘兼憲史は、いい年になったのですけれども、弘兼
のモットーが「逆らわず、にこにこ顔で、従わず」と
いうものです。逆らわないのだけれど、にこにこ顔で
従わないものは従わないのだと。年取ったらね、あま
りプッシュかけないで、楽しく「ときめき」と「感動」
を忘れないで生きるのが一番だと言うのです。
　私は、それに習って、最近、いろいろな女優さんの
素晴らしい姿を見て、ああ、この女優さんは出世する
なと。この間まで、朝のお天気お姉さんに惚れていた
のですけれども、最近は出てこなくなってしまってね。
子どもさんが生まれて一時休んだようですが。それで、
だいぶ雰囲気が変わってしまって、女って変わらない
と思ったのですがね。お母さんらしい顔になりました
からね。最近は、小芝風花という女優が花魁の役をやっ
ておりました。いまはＮＨＫの金と銀の主人公をやっ
ておりますけど、なかなかいい女優さんなのですよ。
伸びるなーと思ってね。笑い顔がいい人は芳根京子で
すよね。元気をもらえますよね。
　そういうことで、年をとったら「ときめき」と「感
動」を忘れないで一日を大事にして、今年もいい年で
ありますように。また、祝事を迎えられた皆さまには、
実りの多いよき年でありますように心に念じまして終
わりのご挨拶とさせていただきます。
　今日はありがとうございました。

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■
新年交礼会

　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さま、新年あけ
ましておめでとうご
ざいます。どんな年
末年始を過ごされた
でしょうか。
　私は初めてだった
のですが、年末年始
を阿寒湖の鶴雅に泊まりに行ってまいりました。今日
は見えられておりませんが、日銀支店長の佐々木さん
ご家族も一緒だったと記憶しております。
　１月１日が晴れと聞いておりましたので、たまたま
男性のほうが奇数日で外に露天風呂がある所に行くこ
とできたので、朝、日の出をめがけて行ったら、ちょ
うど雲がかかっていました。20人くらいが外にわん
さかわんさかいたのですが、いつまで経っても雲が
あって見えそうで見えないのが続いていました。１年
前までは私より背が低かった息子が私を超えているの
ですが、息子と二人でねばろうと、30～ 40分露天
風呂で、外は寒い、マイナス 17度です。ずーっと入っ
ていたところ、たくさんいた人たちがどんどんいなく
なりました。私と息子がねばっていたところ、奇跡的
に雲が晴れてご来光を見ることができました。とても
いい年だなと思いました。
　改めまして、上期が無事に終わりました。本当に皆
さまの支えでなんとか上半期の半年間を過ごすことが
できました。
　と言っている間にもう下期が始まりますので、上期

の感謝と下期に向けた思いをもう一度確認しようと
思って、年末には関西に用事があったので、関西と言っ
てもだいぶ寄り道ですけど、静岡県の三島にある米山
梅吉翁記念館に少し足を延ばして行ってまいりまし
た。年末最後の日でしたから４時に閉まるのですが、
私が着いたのが３時ころで、誰一人いなかったのです。
受付にも人がいない状態でした。タクシーの運転手に
は「待っていてください。休館日だったら申し訳ない
ので」言って、声を掛けたら中から人が出てきて「珍
しいですね。どこから来たのですか」と言われ、「釧
路から来たのです。2500 地区です」と言ったのです。
受付の人は、2500 地区と聞くと、小船井さん、足立
さん、吉田潤司さんの名前をボンボン言って「ロータ
リーは 2500 地区の人、だいぶ頑張っていますよね」
と言っていただきました。
　そんな米山梅吉翁記念館ですが、２階に上がると、
ＡＩで蘇った梅吉さんが話しかけるはずですが、誰も
いないので、行っても何も動かないということから受
付の人が来て、コンセントに差し込んだらパッとＡＩ

が映ました。「突然
ですけど、あなたに
とって奉仕とはなん
ですか」と問いかけ
るのです。いきなり
言われてもと思いな
がらも誰もいないの

で、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕・・・、いろいろ
考えた時に、さまざまあるので自分自身が、自分の人

生をどうやりたいのか、なにをしたいの か、を真剣
に考えて、考えて自分のしたいことを誠実に着実に行
うしかないのではないのか。その積み重ねが地域に
とって、社会にとって、あるいは世界にとって、いい
ことにつながるのではないかと考えて原点に返って振
り返ることができた一日でした。
　そんな気持ちを込めて、今日から始まる下期、そし
てまた、本年度 90年に向かう当クラブを皆さんと一
緒に盛り上げて突っ走って行きたいと思います。下期
もぜひ、よろしくお願い申し上げます。以上です。

幹事報告　横田　英喜幹事
　皆さま、あけましておめでとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。幹事報告させていただき
ます。
本日の新年恒例会にあたりまして祝電をいただいてお
りますので、ホワイトボードをご覧いただければと思
います。
１月のロータリーレートが発表になっております。１
ドル 156 円になります。156 円を基に下期の会費の
納入額が決まることになります。
受付で渡されたと思いますけれど、ＲＩの人頭分担金、
ロータリー財団の特別寄付金を１ドル 156 円で換算
して会費が決まっております。
下期の会費は 129,611 円となりました。前年と比べ
て 84円の増額で、ほぼ同じような金額になっており
ます。今日、いらっしゃらない方には事務局より会費
納入のお知らせを発送させていただきます。円滑な会
務の運営のためにもできるだけ早めの納入をお願いい
たします。
また、例会で現金でお持ちいただく方には、つり銭が
ないようによろしくお願いいたします。
以上となります。

地区ガバナー推薦クラブ選考委員会からの報告
クラブ選考委員会　石田　博司委員長

　当クラブから推薦
を申し上げました荒
井剛君、本年度の会
長を令和８年１月１
日付けをもって
2028-2029 年のガ
バナーに就任が決定

いたしました。今日からガバナーノミニーという立場
です。
　それでは、荒井剛君には地区のため、分区のため、
釧路クラブのため、さらにはご自分の成長のために力
を尽くしていただきたいと思います。
　よろしくお願いいたします。（拍手）
　では、荒井君から決意のほどを伺いましょう。よろ

しくどうぞ。

決意表明
荒井　　剛地区ガバナーノミニー

　改めまして、身が
引き締まる思いで
す。昨年度、推薦い
ただいて、正式な発
表、連絡というもの
が個人のほうには来
ませんので、どう

なっているのだろうという思いは少しあったのです
が、この新年恒例会の日にこのように発表していただ
いたということは、これは私にとって縁深いものであ
りますし、これは、ますます頑張らないといけないな
と思いを強くした次第です。
　また、皆さまには本当にご協力のほどをお願いする
ことになりますが、私が近くに行った時には逃げない
でください。
　本当に精一杯頑張りたいと思いますのでよろしくお
願い申し上げます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　皆さま、新年あけましておめでとうございます。こ
れより新年交礼会を開会させていただきます。司会は
親睦委員会の委員長を務めさせていただいております
中島が務めさせていただきます。ご協力をお願いいた
します。
また、今日から折り返し、下期となります。親睦委員
会一同も頑張ってまいりますので、あと半年の下期を
よろしくお願いしたいと思います。
まず、鏡開きを行いたいと思います。お名前をお呼び
いたしますので、ご登壇をお願いいたします。
2025-2026 年度釧路ロータリークラブ会長・荒井剛
君、副会長・池田一己君、幹事・横田英喜君、会長エ
レクト・工藤彦夫君、次年度幹事・八幡好洋君、次年
度ガバナー補佐・西村智久君、90周年記念実行委員長・
脇弘幸君、前にお進みください。
鏡は円満を、開くは末広がりを意味しております。そ
れではただいまより、2025-2026 年度の釧路ロータ
リークラブのさらなる飛躍と発展を祈願いたしまし
て、新年の鏡開きを行います。
私のほうから「せーの」とお声掛けをいたしますので、
続いて「よいしょ」の掛け声で鏡開きを行いたいと思
います。

（鏡開き）

祝杯のご発声
吉田　潤司パストガバナー

　皆さま、こんばん
は。皆さんは、なに
か清々しい正月を迎
えたという顔をして
おります。大変いい
顔をしております。
今年は皆さんがご存

じのとおり、丙午の年であります。躍動とか元気いっ
ぱいとか、そのような年になるということで言われて
おります。
うちのクラブもこれから、スタートの年としては大変
すばらしいと思います。まず、最初にＩＭがあります。
その次の年度には 90周年、３年目には先ほど紹介が
ありました荒井さんのガバナー年度があります。これ
を３年続けてやるというクラブの底力はほかのクラブ
ではそんなに持っていないと思うのです。ひとつひと
つを丁寧に持って行って、釧路クラブは 2500 地区で
自他ともに認める歴史と伝統のあるクラブをみんなで
作って行ければと思います。最終締めの荒井さんまで、
３年後以降ももちろん頑張らなければいけませんけれ
ど、その３年間をみんなで力を合わせて、仲良く元気
に、そして釧路クラブのいいところを残していくこと
も大事です。
佐渡年度の地区大会の時に山崎代理、コーディネー
ターが話しましたけれども、改革もしなければだめな
のだ、改革しなくしてクラブの発展はないという話を
されました。私は、近年の中では最高のスピーチだっ
たと思います。
これをみんなでかみしめて、新しいクラブ、元気ある
発展的なクラブをみんなで作っていけますようにお願
いをいたします。
それでは、おめでとうございます、で乾杯をしたいと
思います。

（おねでとうございます）（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
吉田潤司パストガバナー、ありがとうございました。
　それではこれより歓談の時間とさせていただきま
す。

（歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　本年度は、年の初めということで三役の皆さんに書
初めを小学校の時にやったような形でお願いしたいと
思います。本日は、大山さんにお手伝いをいただいて
おります。
　最近は道銀さんの所にもありますが、高校生が大き
な紙に書いて、書道をしている姿を見せていただいく
ことも多くありますけれども、本日は三役に、それぞ
れ新年を迎えての一言という形でお願いしたいと思い
ます。
　荒井会長、池田副会長、横田幹事には登壇していた
だいて、皆さんに向かって書いていただきます。本年
の干支は、さきほどパストガバナーからご紹介があり
ました丙午です。力強く、前向きなエネルギーや躍動
感、成功を象徴する縁起のいい干支だそうでございま
す。クラブの皆さまとともに健康・飛躍の一年になり
ますように、本年度の荒井会長のクラブスローガンの
中から、荒井会長には「笑顔」、池田一己副会長には「誇
り」、横田英喜幹事には字を間違わないでいただきた
いのですが「挑戦」という漢字二文字を書いていただ
きます。
　それでは、よろしくお願いします。

（書初め）

　書いていただいた
ら、横に細い筆でお
名前を記していただ
きますと完成です。
　

　親睦委員会の打ち
合わせの時に、「正月らしいと言ったら」というと書
初めになって、「一番いいじゃないの」と言ったのが
工藤エレクトでしたので、来年は工藤さんが書いてい
ただけるのではないかと。
　大山さんが赤い朱肉で押す落款印を消しゴムで「剛」
「一己」「英喜」と作って来ていただきました。印を押
します。

書初めのご披露
　それでは、荒井会長から皆さまに見せていただきま

す。（拍手）
　池田副会長、お願
いします。（拍手）
　それでは、横田幹
事、（拍手）
それでは、もう一度
三役の皆さんに拍手

をお願いします。（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
ここで賀寿のお祝いをさせていただきたいと思いま
す。本年度めでたく賀寿を迎える方をお祝いいたしま
して、クラブのほうから記念品もご用意させていただ
いております。本年度は還暦を迎えられた方が７名、
古希が３名、喜寿が３名、傘寿を迎えられた方が２名
ということで、当クラブにはいらっしゃいます。本年
度、還暦の皆さまには、今日は時間が短くなっており
ますので、来月の節分例会の折に「年男大いに語る」
をしっかりやっていただこうということで、還暦の皆
さまについては、ご紹介だけにさせていただきます。
伊原明君、黒田恒史君、桑原岳広君、曽我部元親君、
得地哉君、羽田尚弘君、三宅康夫君の以上７名の皆さ
んでございます。還暦おめでとうございます。

続きまして、古希を迎えられた方をご紹介させていた
だきたいと思います。
1957 年昭和 32年生まれ、数え年で 70歳の会員を
ご紹介させていただきます。６月 17日の生まれ工藤
彦夫君、６月 20日生まれ梁瀬之弘君、本日は欠席で
ございます。12月 14日生まれの谷川富成君、本日
欠席ではございます。以上の３名の方でございます。
会長のから工藤さんにプレゼントを渡していただい
て、その後工藤さんから一言いただきたいと思います。

古希を迎えられたメンバーのスピーチ
工藤　彦夫君

あけましておめで
とうございます。
古希ということで
久しぶりに真ん中
です。
年次総会の時、真
ん中で理事を発表

できるかなと思っていたら、議長に真ん中の場所を取
られちゃって、せっかく理事を発表する楽しみだった
のが端っこでやって。終わった後、樋口君も「俺も端っ

こで話したんだよな」と言っていましたので、議長さ
ん次回は、次回？来年は俺か、注意します。
古希といっていますけども、68歳ですので、まだ２
年間あります。とはいえ、だんだん年なので、朝起き
たら体が痛い、目は近くも遠くも見えない、鼻は聞こ
えない、耳もだんだん遠くなってきて、この前「キー
ン」と音が鳴るから「耳鳴りしているので年かな」と
女房に言ったら、女房も「キーンって鳴る」と言った
ら、うちの古い冷蔵庫のせいでした。
だんだんシミも多くなってくるのですよ。鼻も体も痛
いのは誰にも見えないけど、シミだけは見えていやな
のです。そういえば横田君が「シミを取ったんだ」と
いうのを思い出したの。今、僕はきれいになっている
のですけども、横田君に聞いたら「あさの皮膚科に行
けばいい」と言ったのです。でも、うちは病院に行く
のは女房の許可を得ないと行けないので、横田君の昔
のシミがある顔ときれいになった顔とを携帯で撮っ
て、女房に見せました。
きれいな横田君のシ
ミのない顔を見せた
のですけども、さあ、
ここで新年初めての
問題です。うちの女
房は何と言ったで
しょうか。
（横田君、「答えは他に直すところある」）
近いです。「優先順位が違う」と言っていました。何
を優先すれば良かったのか、よく分からないですけど、
そんな話です。
今年、90周年の会長やらせていただきますけども、
みんなで楽しく１年間やりたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。以上です。ありがとうござい
ます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長　　
次に喜寿を迎える方をご紹介させていただきたいと思
います。1950 年昭和 25年生まれ、数え年で 77歳
の皆さまをご紹介させていただきます。
２月 23日生まれの石田博司君、３月７日生まれの久
島貞一君、２月 20日生まれの吉田秀俊君の３名の皆
さまでございます。
石田君からご登壇いただいて、記念品をいただいてス
ピーチお願いしたいと思います。

喜寿を迎えられたメンバーのスピーチ
石田　博司君
いただきました、ありがとうございます。あまり嬉し
い話でもないのでしょうけど。
なぜか、昔から長生きしないだろうと思いこんでいる、
なんでかそうだったのですね。長生きしないだろうと、

畳の上で死なないだ
ろうなとずっと思っ
ていたのですけど
も、特に 10代 20
代のころはそれが強
かったのですが、
30代なってからは

それを忘れていましたけれども。
今、振り返っても思い出すことが、50の誕生を迎え
た時に「えっ 50まで生きたんだ」とすごく驚いたの
です。健康は健康なのですけども、健康診断に行って
も「どこも悪いところはない」と。正確には「どこも
悪いところはない」とは言われるのですけども、生ま
れて初めて、この度病名をいただきました。大動脈弁
閉鎖不全症、心臓の弁の動きが少し悪いというのです。
それと、昨年の暮れ
に血圧が初めて上
がって、薬を飲んで
も下がらないので
す。
どうしようもない
し、別に不便はない
わけだからと思って、昨日も後藤さんの所に飲みに行
きましたけども、今日も飲んでいますけれども。
そういうわけで 77歳になりますけれども、定年のな
いロータリークラブですから、じっと、しとやかにし
ておりますので、どうぞ遊んでくれますようにお願い
します。
ありがとうございました。

吉田　秀俊君
改めて、おめでとう
ございます。今年も
よろしくお願いしま
す。
いま登壇されていた
石田さんと見かけは
違うけど、同じ年
77でございます。私の誕生日が 12月 20日で、今日
でまだ半月しか経っておりませんので、まだ喜寿とピ
ンときておりませんけれど、このような場で皆さんに
お祝いしていただくこと大変うれしく思っておりま
す。

先ほど吉田パストガ
バナーがおっしゃっ
ていましたけれど、
今年は丙午というこ
とで、情熱とかエネ
ルギーに満ち溢れる
年だといわれており

ます。このような年に釧路クラブは創立 90周年とい
う記念すべき年を迎えます。皆さんの情熱とエネル
ギーをこれに向けまして頑張っていただければ、素晴
らしい一年になるのではないかと思っております。
不肖、私は残念ながら、みなぎるような、満ち溢れる
ようなエネルギーも情熱もないかもしれませんけれ
ど、何とか微力ながら協力していきたいと思いますの
で、１年間よろしくお願いいたします。
本日はありがとうございます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
次に傘寿を迎える方をご紹介させていただきます。
1947 年昭和 22年生まれ、数え年で 80歳になられ
る会員の皆さまでございます。私が幹事をやっていた
時の会長で「年齢を喋るな」と言われたのですが、しっ
かり喋らせていただきます。御年 80歳を数えでお迎
えになります。６月 26日生まれ滝越康雄君です。も
う一方、10月 25日生まれ関向一君もいらっしゃい
ますが、本日は欠席でございますので、滝越君、前の
ほうへお願いいたします。

傘寿を迎えられたメンバーのスピーチ
滝越　康雄君
　長寿のほうでござ
います。正直に言い
まして、いい迷惑で
ございます。何とい
うかな、さらし者に
なったような気で、
長寿という実感はな
いのですけどね。日々はつながっていて、さっぱりそ
ういう年齢という感じは。特に、年齢に関しては、私
たちは軍事機密だったので外に出ていなかった。今日
は欠席で出しとけばよかったな、と思って後悔してい
ます。
とはいえ、最近、この年齢の実際の動きを説明します
と、同世代が、同級生がポツポツ死んじゃっているの
です。非常に孤独感が強くて、仮に、昼にレストラン
に行っても喫茶店に行っても、遠慮してカウンターで
しか食べたことないのです。相方がいないのですよ。
ただ、去年の 11月ぐらいに相方で、一人この会場に
いる人、付き合ってくれたのです。誰かといったら、
舟木会員です。場所はカフェで、二人で頼んだのが、

盛りだくさんのフ
ルーツパフェ、一個
880 円の。それが、
年齢を足したら 154
歳、それがフルーツ
パフェ食べて。周り
には非常にたくまし

い中年の女性軍、ものすごいパワーです。女性ばかり
の中で男が二人、パフェを食べて慰め合ったというこ
とでございます。
私は年齢がかさんできていますけども、最近、調べた
ら、高市内閣の国家予算で聞いたら 122 兆円。日本
で社会保険の金額、支給している年金から何からが
140 兆円あるのですよ。逆ザヤです。何を言いたい
かといったら、早く年配の人は意識して密やかに自覚
して、お引き取りするのが国家のためだと思いますの
で、そういうことで、引き際をいつにするか分からな
いのですが大事にして終わりたいと思います。
以上です。

（ご歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
宴もたけなわでございますが、いま、三役から「きょ
う、大山さんが来ているのに出番がないのか」と親睦
のほうにありました。
大山さんには、本日書いて頂いた「笑顔」と「誇り」
と「挑戦」にそれぞれコメントをいただきたく、大山
さんにお願いしたいと思います。
３人並んで、先ほど書いていただいた書を持っていた
だいて、前のほうに。
本日の表題になっております新年交礼会という日の丸
の上の字が３年前に大山さんに書いていただいた字に
なっております。大山さんは今、書道協会の釧路支部
の会長をされております。それでは、大山さん、お願
いします。

書初めの講評　大山　葉子様
　会長からでよろし
いでしょうか。
会長さんの「笑顔」
の笑うという字がす
ごく笑っていて、す
ごくいいなと思って
見ていたのです。本

当に笑顔になれるな、という「笑」の字がいいなと思
います。ありがとうございます。（拍手）
では、池田さんは、池田さん雰囲気そのもので、すご
く優雅で優しくて、すごく品があるなと思っていまし
た。（拍手）
横田さんのは、すごく頑張っている感じが。頑張って
やっているのだなと、挑戦しているなと思いました。
（拍手）
最後に一言、こちらの２人、印を押したのですけども、
領収書の印の押し方だな。書の場合はこちらが正しい
です。以上です。

（手に手をつないで　合唱）

締めの挨拶　大道　光肇君
　楽しい新年交礼会
でございました。参
加して良かったと思
います。
日ごろは、だいぶご
無沙汰しておりまし
たけれども、私も今
年で、数えで 85になります。でも、気持ちは若いの
ですけれどもね。体は年なりに衰えてきております。
よろめいております。だから、転ばぬ先の杖でね、杖
をつきながら転ばないように注意をしながら日々歩い
ております。
　今年、お祝いの年になられました還暦、それから
70歳はなんといいましたか、喜寿ですよね。傘寿は
80歳ですね。私はもうお祝いはしてもらえないと思っ
ていますけれどもね。
　最近、私はいろいろな本を読むのですが、昔から漫
画が大好きでね。弘兼憲史の島耕作というのをずーっ
と読んでいます。去年、社外取締役だったかな、いま
７巻目ですよ。勉強になりますよ。それを読めば黄昏
流星群というのが 76巻目を迎えました。それもさら
に読みました。切ないですね。ときめきが感じられま
すしね。
　弘兼憲史は、いい年になったのですけれども、弘兼
のモットーが「逆らわず、にこにこ顔で、従わず」と
いうものです。逆らわないのだけれど、にこにこ顔で
従わないものは従わないのだと。年取ったらね、あま
りプッシュかけないで、楽しく「ときめき」と「感動」
を忘れないで生きるのが一番だと言うのです。
　私は、それに習って、最近、いろいろな女優さんの
素晴らしい姿を見て、ああ、この女優さんは出世する
なと。この間まで、朝のお天気お姉さんに惚れていた
のですけれども、最近は出てこなくなってしまってね。
子どもさんが生まれて一時休んだようですが。それで、
だいぶ雰囲気が変わってしまって、女って変わらない
と思ったのですがね。お母さんらしい顔になりました
からね。最近は、小芝風花という女優が花魁の役をやっ
ておりました。いまはＮＨＫの金と銀の主人公をやっ
ておりますけど、なかなかいい女優さんなのですよ。
伸びるなーと思ってね。笑い顔がいい人は芳根京子で
すよね。元気をもらえますよね。
　そういうことで、年をとったら「ときめき」と「感
動」を忘れないで一日を大事にして、今年もいい年で
ありますように。また、祝事を迎えられた皆さまには、
実りの多いよき年でありますように心に念じまして終
わりのご挨拶とさせていただきます。
　今日はありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さま、新年あけ
ましておめでとうご
ざいます。どんな年
末年始を過ごされた
でしょうか。
　私は初めてだった
のですが、年末年始
を阿寒湖の鶴雅に泊まりに行ってまいりました。今日
は見えられておりませんが、日銀支店長の佐々木さん
ご家族も一緒だったと記憶しております。
　１月１日が晴れと聞いておりましたので、たまたま
男性のほうが奇数日で外に露天風呂がある所に行くこ
とできたので、朝、日の出をめがけて行ったら、ちょ
うど雲がかかっていました。20人くらいが外にわん
さかわんさかいたのですが、いつまで経っても雲が
あって見えそうで見えないのが続いていました。１年
前までは私より背が低かった息子が私を超えているの
ですが、息子と二人でねばろうと、30～ 40分露天
風呂で、外は寒い、マイナス 17度です。ずーっと入っ
ていたところ、たくさんいた人たちがどんどんいなく
なりました。私と息子がねばっていたところ、奇跡的
に雲が晴れてご来光を見ることができました。とても
いい年だなと思いました。
　改めまして、上期が無事に終わりました。本当に皆
さまの支えでなんとか上半期の半年間を過ごすことが
できました。
　と言っている間にもう下期が始まりますので、上期

の感謝と下期に向けた思いをもう一度確認しようと
思って、年末には関西に用事があったので、関西と言っ
てもだいぶ寄り道ですけど、静岡県の三島にある米山
梅吉翁記念館に少し足を延ばして行ってまいりまし
た。年末最後の日でしたから４時に閉まるのですが、
私が着いたのが３時ころで、誰一人いなかったのです。
受付にも人がいない状態でした。タクシーの運転手に
は「待っていてください。休館日だったら申し訳ない
ので」言って、声を掛けたら中から人が出てきて「珍
しいですね。どこから来たのですか」と言われ、「釧
路から来たのです。2500 地区です」と言ったのです。
受付の人は、2500 地区と聞くと、小船井さん、足立
さん、吉田潤司さんの名前をボンボン言って「ロータ
リーは 2500 地区の人、だいぶ頑張っていますよね」
と言っていただきました。
　そんな米山梅吉翁記念館ですが、２階に上がると、
ＡＩで蘇った梅吉さんが話しかけるはずですが、誰も
いないので、行っても何も動かないということから受
付の人が来て、コンセントに差し込んだらパッとＡＩ

が映ました。「突然
ですけど、あなたに
とって奉仕とはなん
ですか」と問いかけ
るのです。いきなり
言われてもと思いな
がらも誰もいないの

で、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕・・・、いろいろ
考えた時に、さまざまあるので自分自身が、自分の人

生をどうやりたいのか、なにをしたいの か、を真剣
に考えて、考えて自分のしたいことを誠実に着実に行
うしかないのではないのか。その積み重ねが地域に
とって、社会にとって、あるいは世界にとって、いい
ことにつながるのではないかと考えて原点に返って振
り返ることができた一日でした。
　そんな気持ちを込めて、今日から始まる下期、そし
てまた、本年度 90年に向かう当クラブを皆さんと一
緒に盛り上げて突っ走って行きたいと思います。下期
もぜひ、よろしくお願い申し上げます。以上です。

幹事報告　横田　英喜幹事
　皆さま、あけましておめでとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。幹事報告させていただき
ます。
本日の新年恒例会にあたりまして祝電をいただいてお
りますので、ホワイトボードをご覧いただければと思
います。
１月のロータリーレートが発表になっております。１
ドル 156 円になります。156 円を基に下期の会費の
納入額が決まることになります。
受付で渡されたと思いますけれど、ＲＩの人頭分担金、
ロータリー財団の特別寄付金を１ドル 156 円で換算
して会費が決まっております。
下期の会費は 129,611 円となりました。前年と比べ
て 84円の増額で、ほぼ同じような金額になっており
ます。今日、いらっしゃらない方には事務局より会費
納入のお知らせを発送させていただきます。円滑な会
務の運営のためにもできるだけ早めの納入をお願いい
たします。
また、例会で現金でお持ちいただく方には、つり銭が
ないようによろしくお願いいたします。
以上となります。

地区ガバナー推薦クラブ選考委員会からの報告
クラブ選考委員会　石田　博司委員長

　当クラブから推薦
を申し上げました荒
井剛君、本年度の会
長を令和８年１月１
日付けをもって
2028-2029 年のガ
バナーに就任が決定

いたしました。今日からガバナーノミニーという立場
です。
　それでは、荒井剛君には地区のため、分区のため、
釧路クラブのため、さらにはご自分の成長のために力
を尽くしていただきたいと思います。
　よろしくお願いいたします。（拍手）
　では、荒井君から決意のほどを伺いましょう。よろ

しくどうぞ。

決意表明
荒井　　剛地区ガバナーノミニー

　改めまして、身が
引き締まる思いで
す。昨年度、推薦い
ただいて、正式な発
表、連絡というもの
が個人のほうには来
ませんので、どう

なっているのだろうという思いは少しあったのです
が、この新年恒例会の日にこのように発表していただ
いたということは、これは私にとって縁深いものであ
りますし、これは、ますます頑張らないといけないな
と思いを強くした次第です。
　また、皆さまには本当にご協力のほどをお願いする
ことになりますが、私が近くに行った時には逃げない
でください。
　本当に精一杯頑張りたいと思いますのでよろしくお
願い申し上げます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　皆さま、新年あけましておめでとうございます。こ
れより新年交礼会を開会させていただきます。司会は
親睦委員会の委員長を務めさせていただいております
中島が務めさせていただきます。ご協力をお願いいた
します。
また、今日から折り返し、下期となります。親睦委員
会一同も頑張ってまいりますので、あと半年の下期を
よろしくお願いしたいと思います。
まず、鏡開きを行いたいと思います。お名前をお呼び
いたしますので、ご登壇をお願いいたします。
2025-2026 年度釧路ロータリークラブ会長・荒井剛
君、副会長・池田一己君、幹事・横田英喜君、会長エ
レクト・工藤彦夫君、次年度幹事・八幡好洋君、次年
度ガバナー補佐・西村智久君、90周年記念実行委員長・
脇弘幸君、前にお進みください。
鏡は円満を、開くは末広がりを意味しております。そ
れではただいまより、2025-2026 年度の釧路ロータ
リークラブのさらなる飛躍と発展を祈願いたしまし
て、新年の鏡開きを行います。
私のほうから「せーの」とお声掛けをいたしますので、
続いて「よいしょ」の掛け声で鏡開きを行いたいと思
います。

（鏡開き）

祝杯のご発声
吉田　潤司パストガバナー

　皆さま、こんばん
は。皆さんは、なに
か清々しい正月を迎
えたという顔をして
おります。大変いい
顔をしております。
今年は皆さんがご存

じのとおり、丙午の年であります。躍動とか元気いっ
ぱいとか、そのような年になるということで言われて
おります。
うちのクラブもこれから、スタートの年としては大変
すばらしいと思います。まず、最初にＩＭがあります。
その次の年度には 90周年、３年目には先ほど紹介が
ありました荒井さんのガバナー年度があります。これ
を３年続けてやるというクラブの底力はほかのクラブ
ではそんなに持っていないと思うのです。ひとつひと
つを丁寧に持って行って、釧路クラブは 2500 地区で
自他ともに認める歴史と伝統のあるクラブをみんなで
作って行ければと思います。最終締めの荒井さんまで、
３年後以降ももちろん頑張らなければいけませんけれ
ど、その３年間をみんなで力を合わせて、仲良く元気
に、そして釧路クラブのいいところを残していくこと
も大事です。
佐渡年度の地区大会の時に山崎代理、コーディネー
ターが話しましたけれども、改革もしなければだめな
のだ、改革しなくしてクラブの発展はないという話を
されました。私は、近年の中では最高のスピーチだっ
たと思います。
これをみんなでかみしめて、新しいクラブ、元気ある
発展的なクラブをみんなで作っていけますようにお願
いをいたします。
それでは、おめでとうございます、で乾杯をしたいと
思います。

（おねでとうございます）（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
吉田潤司パストガバナー、ありがとうございました。
　それではこれより歓談の時間とさせていただきま
す。

（歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　本年度は、年の初めということで三役の皆さんに書
初めを小学校の時にやったような形でお願いしたいと
思います。本日は、大山さんにお手伝いをいただいて
おります。
　最近は道銀さんの所にもありますが、高校生が大き
な紙に書いて、書道をしている姿を見せていただいく
ことも多くありますけれども、本日は三役に、それぞ
れ新年を迎えての一言という形でお願いしたいと思い
ます。
　荒井会長、池田副会長、横田幹事には登壇していた
だいて、皆さんに向かって書いていただきます。本年
の干支は、さきほどパストガバナーからご紹介があり
ました丙午です。力強く、前向きなエネルギーや躍動
感、成功を象徴する縁起のいい干支だそうでございま
す。クラブの皆さまとともに健康・飛躍の一年になり
ますように、本年度の荒井会長のクラブスローガンの
中から、荒井会長には「笑顔」、池田一己副会長には「誇
り」、横田英喜幹事には字を間違わないでいただきた
いのですが「挑戦」という漢字二文字を書いていただ
きます。
　それでは、よろしくお願いします。

（書初め）

　書いていただいた
ら、横に細い筆でお
名前を記していただ
きますと完成です。
　

　親睦委員会の打ち
合わせの時に、「正月らしいと言ったら」というと書
初めになって、「一番いいじゃないの」と言ったのが
工藤エレクトでしたので、来年は工藤さんが書いてい
ただけるのではないかと。
　大山さんが赤い朱肉で押す落款印を消しゴムで「剛」
「一己」「英喜」と作って来ていただきました。印を押
します。

書初めのご披露
　それでは、荒井会長から皆さまに見せていただきま

す。（拍手）
　池田副会長、お願
いします。（拍手）
　それでは、横田幹
事、（拍手）
それでは、もう一度
三役の皆さんに拍手

をお願いします。（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
ここで賀寿のお祝いをさせていただきたいと思いま
す。本年度めでたく賀寿を迎える方をお祝いいたしま
して、クラブのほうから記念品もご用意させていただ
いております。本年度は還暦を迎えられた方が７名、
古希が３名、喜寿が３名、傘寿を迎えられた方が２名
ということで、当クラブにはいらっしゃいます。本年
度、還暦の皆さまには、今日は時間が短くなっており
ますので、来月の節分例会の折に「年男大いに語る」
をしっかりやっていただこうということで、還暦の皆
さまについては、ご紹介だけにさせていただきます。
伊原明君、黒田恒史君、桑原岳広君、曽我部元親君、
得地哉君、羽田尚弘君、三宅康夫君の以上７名の皆さ
んでございます。還暦おめでとうございます。

続きまして、古希を迎えられた方をご紹介させていた
だきたいと思います。
1957 年昭和 32年生まれ、数え年で 70歳の会員を
ご紹介させていただきます。６月 17日の生まれ工藤
彦夫君、６月 20日生まれ梁瀬之弘君、本日は欠席で
ございます。12月 14日生まれの谷川富成君、本日
欠席ではございます。以上の３名の方でございます。
会長のから工藤さんにプレゼントを渡していただい
て、その後工藤さんから一言いただきたいと思います。

古希を迎えられたメンバーのスピーチ
工藤　彦夫君

あけましておめで
とうございます。
古希ということで
久しぶりに真ん中
です。
年次総会の時、真
ん中で理事を発表

できるかなと思っていたら、議長に真ん中の場所を取
られちゃって、せっかく理事を発表する楽しみだった
のが端っこでやって。終わった後、樋口君も「俺も端っ

こで話したんだよな」と言っていましたので、議長さ
ん次回は、次回？来年は俺か、注意します。
古希といっていますけども、68歳ですので、まだ２
年間あります。とはいえ、だんだん年なので、朝起き
たら体が痛い、目は近くも遠くも見えない、鼻は聞こ
えない、耳もだんだん遠くなってきて、この前「キー
ン」と音が鳴るから「耳鳴りしているので年かな」と
女房に言ったら、女房も「キーンって鳴る」と言った
ら、うちの古い冷蔵庫のせいでした。
だんだんシミも多くなってくるのですよ。鼻も体も痛
いのは誰にも見えないけど、シミだけは見えていやな
のです。そういえば横田君が「シミを取ったんだ」と
いうのを思い出したの。今、僕はきれいになっている
のですけども、横田君に聞いたら「あさの皮膚科に行
けばいい」と言ったのです。でも、うちは病院に行く
のは女房の許可を得ないと行けないので、横田君の昔
のシミがある顔ときれいになった顔とを携帯で撮っ
て、女房に見せました。
きれいな横田君のシ
ミのない顔を見せた
のですけども、さあ、
ここで新年初めての
問題です。うちの女
房は何と言ったで
しょうか。
（横田君、「答えは他に直すところある」）
近いです。「優先順位が違う」と言っていました。何
を優先すれば良かったのか、よく分からないですけど、
そんな話です。
今年、90周年の会長やらせていただきますけども、
みんなで楽しく１年間やりたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。以上です。ありがとうござい
ます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長　　
次に喜寿を迎える方をご紹介させていただきたいと思
います。1950 年昭和 25年生まれ、数え年で 77歳
の皆さまをご紹介させていただきます。
２月 23日生まれの石田博司君、３月７日生まれの久
島貞一君、２月 20日生まれの吉田秀俊君の３名の皆
さまでございます。
石田君からご登壇いただいて、記念品をいただいてス
ピーチお願いしたいと思います。

喜寿を迎えられたメンバーのスピーチ
石田　博司君
いただきました、ありがとうございます。あまり嬉し
い話でもないのでしょうけど。
なぜか、昔から長生きしないだろうと思いこんでいる、
なんでかそうだったのですね。長生きしないだろうと、

畳の上で死なないだ
ろうなとずっと思っ
ていたのですけど
も、特に 10代 20
代のころはそれが強
かったのですが、
30代なってからは

それを忘れていましたけれども。
今、振り返っても思い出すことが、50の誕生を迎え
た時に「えっ 50まで生きたんだ」とすごく驚いたの
です。健康は健康なのですけども、健康診断に行って
も「どこも悪いところはない」と。正確には「どこも
悪いところはない」とは言われるのですけども、生ま
れて初めて、この度病名をいただきました。大動脈弁
閉鎖不全症、心臓の弁の動きが少し悪いというのです。
それと、昨年の暮れ
に血圧が初めて上
がって、薬を飲んで
も下がらないので
す。
どうしようもない
し、別に不便はない
わけだからと思って、昨日も後藤さんの所に飲みに行
きましたけども、今日も飲んでいますけれども。
そういうわけで 77歳になりますけれども、定年のな
いロータリークラブですから、じっと、しとやかにし
ておりますので、どうぞ遊んでくれますようにお願い
します。
ありがとうございました。

吉田　秀俊君
改めて、おめでとう
ございます。今年も
よろしくお願いしま
す。
いま登壇されていた
石田さんと見かけは
違うけど、同じ年
77でございます。私の誕生日が 12月 20日で、今日
でまだ半月しか経っておりませんので、まだ喜寿とピ
ンときておりませんけれど、このような場で皆さんに
お祝いしていただくこと大変うれしく思っておりま
す。

先ほど吉田パストガ
バナーがおっしゃっ
ていましたけれど、
今年は丙午というこ
とで、情熱とかエネ
ルギーに満ち溢れる
年だといわれており

ます。このような年に釧路クラブは創立 90周年とい
う記念すべき年を迎えます。皆さんの情熱とエネル
ギーをこれに向けまして頑張っていただければ、素晴
らしい一年になるのではないかと思っております。
不肖、私は残念ながら、みなぎるような、満ち溢れる
ようなエネルギーも情熱もないかもしれませんけれ
ど、何とか微力ながら協力していきたいと思いますの
で、１年間よろしくお願いいたします。
本日はありがとうございます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
次に傘寿を迎える方をご紹介させていただきます。
1947 年昭和 22年生まれ、数え年で 80歳になられ
る会員の皆さまでございます。私が幹事をやっていた
時の会長で「年齢を喋るな」と言われたのですが、しっ
かり喋らせていただきます。御年 80歳を数えでお迎
えになります。６月 26日生まれ滝越康雄君です。も
う一方、10月 25日生まれ関向一君もいらっしゃい
ますが、本日は欠席でございますので、滝越君、前の
ほうへお願いいたします。

傘寿を迎えられたメンバーのスピーチ
滝越　康雄君
　長寿のほうでござ
います。正直に言い
まして、いい迷惑で
ございます。何とい
うかな、さらし者に
なったような気で、
長寿という実感はな
いのですけどね。日々はつながっていて、さっぱりそ
ういう年齢という感じは。特に、年齢に関しては、私
たちは軍事機密だったので外に出ていなかった。今日
は欠席で出しとけばよかったな、と思って後悔してい
ます。
とはいえ、最近、この年齢の実際の動きを説明します
と、同世代が、同級生がポツポツ死んじゃっているの
です。非常に孤独感が強くて、仮に、昼にレストラン
に行っても喫茶店に行っても、遠慮してカウンターで
しか食べたことないのです。相方がいないのですよ。
ただ、去年の 11月ぐらいに相方で、一人この会場に
いる人、付き合ってくれたのです。誰かといったら、
舟木会員です。場所はカフェで、二人で頼んだのが、

盛りだくさんのフ
ルーツパフェ、一個
880 円の。それが、
年齢を足したら 154
歳、それがフルーツ
パフェ食べて。周り
には非常にたくまし

い中年の女性軍、ものすごいパワーです。女性ばかり
の中で男が二人、パフェを食べて慰め合ったというこ
とでございます。
私は年齢がかさんできていますけども、最近、調べた
ら、高市内閣の国家予算で聞いたら 122 兆円。日本
で社会保険の金額、支給している年金から何からが
140 兆円あるのですよ。逆ザヤです。何を言いたい
かといったら、早く年配の人は意識して密やかに自覚
して、お引き取りするのが国家のためだと思いますの
で、そういうことで、引き際をいつにするか分からな
いのですが大事にして終わりたいと思います。
以上です。

（ご歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
宴もたけなわでございますが、いま、三役から「きょ
う、大山さんが来ているのに出番がないのか」と親睦
のほうにありました。
大山さんには、本日書いて頂いた「笑顔」と「誇り」
と「挑戦」にそれぞれコメントをいただきたく、大山
さんにお願いしたいと思います。
３人並んで、先ほど書いていただいた書を持っていた
だいて、前のほうに。
本日の表題になっております新年交礼会という日の丸
の上の字が３年前に大山さんに書いていただいた字に
なっております。大山さんは今、書道協会の釧路支部
の会長をされております。それでは、大山さん、お願
いします。

書初めの講評　大山　葉子様
　会長からでよろし
いでしょうか。
会長さんの「笑顔」
の笑うという字がす
ごく笑っていて、す
ごくいいなと思って
見ていたのです。本

当に笑顔になれるな、という「笑」の字がいいなと思
います。ありがとうございます。（拍手）
では、池田さんは、池田さん雰囲気そのもので、すご
く優雅で優しくて、すごく品があるなと思っていまし
た。（拍手）
横田さんのは、すごく頑張っている感じが。頑張って
やっているのだなと、挑戦しているなと思いました。
（拍手）
最後に一言、こちらの２人、印を押したのですけども、
領収書の印の押し方だな。書の場合はこちらが正しい
です。以上です。

（手に手をつないで　合唱）

締めの挨拶　大道　光肇君
　楽しい新年交礼会
でございました。参
加して良かったと思
います。
日ごろは、だいぶご
無沙汰しておりまし
たけれども、私も今
年で、数えで 85になります。でも、気持ちは若いの
ですけれどもね。体は年なりに衰えてきております。
よろめいております。だから、転ばぬ先の杖でね、杖
をつきながら転ばないように注意をしながら日々歩い
ております。
　今年、お祝いの年になられました還暦、それから
70歳はなんといいましたか、喜寿ですよね。傘寿は
80歳ですね。私はもうお祝いはしてもらえないと思っ
ていますけれどもね。
　最近、私はいろいろな本を読むのですが、昔から漫
画が大好きでね。弘兼憲史の島耕作というのをずーっ
と読んでいます。去年、社外取締役だったかな、いま
７巻目ですよ。勉強になりますよ。それを読めば黄昏
流星群というのが 76巻目を迎えました。それもさら
に読みました。切ないですね。ときめきが感じられま
すしね。
　弘兼憲史は、いい年になったのですけれども、弘兼
のモットーが「逆らわず、にこにこ顔で、従わず」と
いうものです。逆らわないのだけれど、にこにこ顔で
従わないものは従わないのだと。年取ったらね、あま
りプッシュかけないで、楽しく「ときめき」と「感動」
を忘れないで生きるのが一番だと言うのです。
　私は、それに習って、最近、いろいろな女優さんの
素晴らしい姿を見て、ああ、この女優さんは出世する
なと。この間まで、朝のお天気お姉さんに惚れていた
のですけれども、最近は出てこなくなってしまってね。
子どもさんが生まれて一時休んだようですが。それで、
だいぶ雰囲気が変わってしまって、女って変わらない
と思ったのですがね。お母さんらしい顔になりました
からね。最近は、小芝風花という女優が花魁の役をやっ
ておりました。いまはＮＨＫの金と銀の主人公をやっ
ておりますけど、なかなかいい女優さんなのですよ。
伸びるなーと思ってね。笑い顔がいい人は芳根京子で
すよね。元気をもらえますよね。
　そういうことで、年をとったら「ときめき」と「感
動」を忘れないで一日を大事にして、今年もいい年で
ありますように。また、祝事を迎えられた皆さまには、
実りの多いよき年でありますように心に念じまして終
わりのご挨拶とさせていただきます。
　今日はありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さま、新年あけ
ましておめでとうご
ざいます。どんな年
末年始を過ごされた
でしょうか。
　私は初めてだった
のですが、年末年始
を阿寒湖の鶴雅に泊まりに行ってまいりました。今日
は見えられておりませんが、日銀支店長の佐々木さん
ご家族も一緒だったと記憶しております。
　１月１日が晴れと聞いておりましたので、たまたま
男性のほうが奇数日で外に露天風呂がある所に行くこ
とできたので、朝、日の出をめがけて行ったら、ちょ
うど雲がかかっていました。20人くらいが外にわん
さかわんさかいたのですが、いつまで経っても雲が
あって見えそうで見えないのが続いていました。１年
前までは私より背が低かった息子が私を超えているの
ですが、息子と二人でねばろうと、30～ 40分露天
風呂で、外は寒い、マイナス 17度です。ずーっと入っ
ていたところ、たくさんいた人たちがどんどんいなく
なりました。私と息子がねばっていたところ、奇跡的
に雲が晴れてご来光を見ることができました。とても
いい年だなと思いました。
　改めまして、上期が無事に終わりました。本当に皆
さまの支えでなんとか上半期の半年間を過ごすことが
できました。
　と言っている間にもう下期が始まりますので、上期

の感謝と下期に向けた思いをもう一度確認しようと
思って、年末には関西に用事があったので、関西と言っ
てもだいぶ寄り道ですけど、静岡県の三島にある米山
梅吉翁記念館に少し足を延ばして行ってまいりまし
た。年末最後の日でしたから４時に閉まるのですが、
私が着いたのが３時ころで、誰一人いなかったのです。
受付にも人がいない状態でした。タクシーの運転手に
は「待っていてください。休館日だったら申し訳ない
ので」言って、声を掛けたら中から人が出てきて「珍
しいですね。どこから来たのですか」と言われ、「釧
路から来たのです。2500 地区です」と言ったのです。
受付の人は、2500 地区と聞くと、小船井さん、足立
さん、吉田潤司さんの名前をボンボン言って「ロータ
リーは 2500 地区の人、だいぶ頑張っていますよね」
と言っていただきました。
　そんな米山梅吉翁記念館ですが、２階に上がると、
ＡＩで蘇った梅吉さんが話しかけるはずですが、誰も
いないので、行っても何も動かないということから受
付の人が来て、コンセントに差し込んだらパッとＡＩ

が映ました。「突然
ですけど、あなたに
とって奉仕とはなん
ですか」と問いかけ
るのです。いきなり
言われてもと思いな
がらも誰もいないの

で、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕・・・、いろいろ
考えた時に、さまざまあるので自分自身が、自分の人

生をどうやりたいのか、なにをしたいの か、を真剣
に考えて、考えて自分のしたいことを誠実に着実に行
うしかないのではないのか。その積み重ねが地域に
とって、社会にとって、あるいは世界にとって、いい
ことにつながるのではないかと考えて原点に返って振
り返ることができた一日でした。
　そんな気持ちを込めて、今日から始まる下期、そし
てまた、本年度 90年に向かう当クラブを皆さんと一
緒に盛り上げて突っ走って行きたいと思います。下期
もぜひ、よろしくお願い申し上げます。以上です。

幹事報告　横田　英喜幹事
　皆さま、あけましておめでとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。幹事報告させていただき
ます。
本日の新年恒例会にあたりまして祝電をいただいてお
りますので、ホワイトボードをご覧いただければと思
います。
１月のロータリーレートが発表になっております。１
ドル 156 円になります。156 円を基に下期の会費の
納入額が決まることになります。
受付で渡されたと思いますけれど、ＲＩの人頭分担金、
ロータリー財団の特別寄付金を１ドル 156 円で換算
して会費が決まっております。
下期の会費は 129,611 円となりました。前年と比べ
て 84円の増額で、ほぼ同じような金額になっており
ます。今日、いらっしゃらない方には事務局より会費
納入のお知らせを発送させていただきます。円滑な会
務の運営のためにもできるだけ早めの納入をお願いい
たします。
また、例会で現金でお持ちいただく方には、つり銭が
ないようによろしくお願いいたします。
以上となります。

地区ガバナー推薦クラブ選考委員会からの報告
クラブ選考委員会　石田　博司委員長

　当クラブから推薦
を申し上げました荒
井剛君、本年度の会
長を令和８年１月１
日付けをもって
2028-2029 年のガ
バナーに就任が決定

いたしました。今日からガバナーノミニーという立場
です。
　それでは、荒井剛君には地区のため、分区のため、
釧路クラブのため、さらにはご自分の成長のために力
を尽くしていただきたいと思います。
　よろしくお願いいたします。（拍手）
　では、荒井君から決意のほどを伺いましょう。よろ

しくどうぞ。

決意表明
荒井　　剛地区ガバナーノミニー

　改めまして、身が
引き締まる思いで
す。昨年度、推薦い
ただいて、正式な発
表、連絡というもの
が個人のほうには来
ませんので、どう

なっているのだろうという思いは少しあったのです
が、この新年恒例会の日にこのように発表していただ
いたということは、これは私にとって縁深いものであ
りますし、これは、ますます頑張らないといけないな
と思いを強くした次第です。
　また、皆さまには本当にご協力のほどをお願いする
ことになりますが、私が近くに行った時には逃げない
でください。
　本当に精一杯頑張りたいと思いますのでよろしくお
願い申し上げます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　皆さま、新年あけましておめでとうございます。こ
れより新年交礼会を開会させていただきます。司会は
親睦委員会の委員長を務めさせていただいております
中島が務めさせていただきます。ご協力をお願いいた
します。
また、今日から折り返し、下期となります。親睦委員
会一同も頑張ってまいりますので、あと半年の下期を
よろしくお願いしたいと思います。
まず、鏡開きを行いたいと思います。お名前をお呼び
いたしますので、ご登壇をお願いいたします。
2025-2026 年度釧路ロータリークラブ会長・荒井剛
君、副会長・池田一己君、幹事・横田英喜君、会長エ
レクト・工藤彦夫君、次年度幹事・八幡好洋君、次年
度ガバナー補佐・西村智久君、90周年記念実行委員長・
脇弘幸君、前にお進みください。
鏡は円満を、開くは末広がりを意味しております。そ
れではただいまより、2025-2026 年度の釧路ロータ
リークラブのさらなる飛躍と発展を祈願いたしまし
て、新年の鏡開きを行います。
私のほうから「せーの」とお声掛けをいたしますので、
続いて「よいしょ」の掛け声で鏡開きを行いたいと思
います。

（鏡開き）

祝杯のご発声
吉田　潤司パストガバナー

　皆さま、こんばん
は。皆さんは、なに
か清々しい正月を迎
えたという顔をして
おります。大変いい
顔をしております。
今年は皆さんがご存

じのとおり、丙午の年であります。躍動とか元気いっ
ぱいとか、そのような年になるということで言われて
おります。
うちのクラブもこれから、スタートの年としては大変
すばらしいと思います。まず、最初にＩＭがあります。
その次の年度には 90周年、３年目には先ほど紹介が
ありました荒井さんのガバナー年度があります。これ
を３年続けてやるというクラブの底力はほかのクラブ
ではそんなに持っていないと思うのです。ひとつひと
つを丁寧に持って行って、釧路クラブは 2500 地区で
自他ともに認める歴史と伝統のあるクラブをみんなで
作って行ければと思います。最終締めの荒井さんまで、
３年後以降ももちろん頑張らなければいけませんけれ
ど、その３年間をみんなで力を合わせて、仲良く元気
に、そして釧路クラブのいいところを残していくこと
も大事です。
佐渡年度の地区大会の時に山崎代理、コーディネー
ターが話しましたけれども、改革もしなければだめな
のだ、改革しなくしてクラブの発展はないという話を
されました。私は、近年の中では最高のスピーチだっ
たと思います。
これをみんなでかみしめて、新しいクラブ、元気ある
発展的なクラブをみんなで作っていけますようにお願
いをいたします。
それでは、おめでとうございます、で乾杯をしたいと
思います。

（おねでとうございます）（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
吉田潤司パストガバナー、ありがとうございました。
　それではこれより歓談の時間とさせていただきま
す。

（歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　本年度は、年の初めということで三役の皆さんに書
初めを小学校の時にやったような形でお願いしたいと
思います。本日は、大山さんにお手伝いをいただいて
おります。
　最近は道銀さんの所にもありますが、高校生が大き
な紙に書いて、書道をしている姿を見せていただいく
ことも多くありますけれども、本日は三役に、それぞ
れ新年を迎えての一言という形でお願いしたいと思い
ます。
　荒井会長、池田副会長、横田幹事には登壇していた
だいて、皆さんに向かって書いていただきます。本年
の干支は、さきほどパストガバナーからご紹介があり
ました丙午です。力強く、前向きなエネルギーや躍動
感、成功を象徴する縁起のいい干支だそうでございま
す。クラブの皆さまとともに健康・飛躍の一年になり
ますように、本年度の荒井会長のクラブスローガンの
中から、荒井会長には「笑顔」、池田一己副会長には「誇
り」、横田英喜幹事には字を間違わないでいただきた
いのですが「挑戦」という漢字二文字を書いていただ
きます。
　それでは、よろしくお願いします。

（書初め）

　書いていただいた
ら、横に細い筆でお
名前を記していただ
きますと完成です。
　

　親睦委員会の打ち
合わせの時に、「正月らしいと言ったら」というと書
初めになって、「一番いいじゃないの」と言ったのが
工藤エレクトでしたので、来年は工藤さんが書いてい
ただけるのではないかと。
　大山さんが赤い朱肉で押す落款印を消しゴムで「剛」
「一己」「英喜」と作って来ていただきました。印を押
します。

書初めのご披露
　それでは、荒井会長から皆さまに見せていただきま

す。（拍手）
　池田副会長、お願
いします。（拍手）
　それでは、横田幹
事、（拍手）
それでは、もう一度
三役の皆さんに拍手

をお願いします。（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
ここで賀寿のお祝いをさせていただきたいと思いま
す。本年度めでたく賀寿を迎える方をお祝いいたしま
して、クラブのほうから記念品もご用意させていただ
いております。本年度は還暦を迎えられた方が７名、
古希が３名、喜寿が３名、傘寿を迎えられた方が２名
ということで、当クラブにはいらっしゃいます。本年
度、還暦の皆さまには、今日は時間が短くなっており
ますので、来月の節分例会の折に「年男大いに語る」
をしっかりやっていただこうということで、還暦の皆
さまについては、ご紹介だけにさせていただきます。
伊原明君、黒田恒史君、桑原岳広君、曽我部元親君、
得地哉君、羽田尚弘君、三宅康夫君の以上７名の皆さ
んでございます。還暦おめでとうございます。

続きまして、古希を迎えられた方をご紹介させていた
だきたいと思います。
1957 年昭和 32年生まれ、数え年で 70歳の会員を
ご紹介させていただきます。６月 17日の生まれ工藤
彦夫君、６月 20日生まれ梁瀬之弘君、本日は欠席で
ございます。12月 14日生まれの谷川富成君、本日
欠席ではございます。以上の３名の方でございます。
会長のから工藤さんにプレゼントを渡していただい
て、その後工藤さんから一言いただきたいと思います。

古希を迎えられたメンバーのスピーチ
工藤　彦夫君

あけましておめで
とうございます。
古希ということで
久しぶりに真ん中
です。
年次総会の時、真
ん中で理事を発表

できるかなと思っていたら、議長に真ん中の場所を取
られちゃって、せっかく理事を発表する楽しみだった
のが端っこでやって。終わった後、樋口君も「俺も端っ

こで話したんだよな」と言っていましたので、議長さ
ん次回は、次回？来年は俺か、注意します。
古希といっていますけども、68歳ですので、まだ２
年間あります。とはいえ、だんだん年なので、朝起き
たら体が痛い、目は近くも遠くも見えない、鼻は聞こ
えない、耳もだんだん遠くなってきて、この前「キー
ン」と音が鳴るから「耳鳴りしているので年かな」と
女房に言ったら、女房も「キーンって鳴る」と言った
ら、うちの古い冷蔵庫のせいでした。
だんだんシミも多くなってくるのですよ。鼻も体も痛
いのは誰にも見えないけど、シミだけは見えていやな
のです。そういえば横田君が「シミを取ったんだ」と
いうのを思い出したの。今、僕はきれいになっている
のですけども、横田君に聞いたら「あさの皮膚科に行
けばいい」と言ったのです。でも、うちは病院に行く
のは女房の許可を得ないと行けないので、横田君の昔
のシミがある顔ときれいになった顔とを携帯で撮っ
て、女房に見せました。
きれいな横田君のシ
ミのない顔を見せた
のですけども、さあ、
ここで新年初めての
問題です。うちの女
房は何と言ったで
しょうか。
（横田君、「答えは他に直すところある」）
近いです。「優先順位が違う」と言っていました。何
を優先すれば良かったのか、よく分からないですけど、
そんな話です。
今年、90周年の会長やらせていただきますけども、
みんなで楽しく１年間やりたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。以上です。ありがとうござい
ます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長　　
次に喜寿を迎える方をご紹介させていただきたいと思
います。1950 年昭和 25年生まれ、数え年で 77歳
の皆さまをご紹介させていただきます。
２月 23日生まれの石田博司君、３月７日生まれの久
島貞一君、２月 20日生まれの吉田秀俊君の３名の皆
さまでございます。
石田君からご登壇いただいて、記念品をいただいてス
ピーチお願いしたいと思います。

喜寿を迎えられたメンバーのスピーチ
石田　博司君
いただきました、ありがとうございます。あまり嬉し
い話でもないのでしょうけど。
なぜか、昔から長生きしないだろうと思いこんでいる、
なんでかそうだったのですね。長生きしないだろうと、

畳の上で死なないだ
ろうなとずっと思っ
ていたのですけど
も、特に 10代 20
代のころはそれが強
かったのですが、
30代なってからは

それを忘れていましたけれども。
今、振り返っても思い出すことが、50の誕生を迎え
た時に「えっ 50まで生きたんだ」とすごく驚いたの
です。健康は健康なのですけども、健康診断に行って
も「どこも悪いところはない」と。正確には「どこも
悪いところはない」とは言われるのですけども、生ま
れて初めて、この度病名をいただきました。大動脈弁
閉鎖不全症、心臓の弁の動きが少し悪いというのです。
それと、昨年の暮れ
に血圧が初めて上
がって、薬を飲んで
も下がらないので
す。
どうしようもない
し、別に不便はない
わけだからと思って、昨日も後藤さんの所に飲みに行
きましたけども、今日も飲んでいますけれども。
そういうわけで 77歳になりますけれども、定年のな
いロータリークラブですから、じっと、しとやかにし
ておりますので、どうぞ遊んでくれますようにお願い
します。
ありがとうございました。

吉田　秀俊君
改めて、おめでとう
ございます。今年も
よろしくお願いしま
す。
いま登壇されていた
石田さんと見かけは
違うけど、同じ年
77でございます。私の誕生日が 12月 20日で、今日
でまだ半月しか経っておりませんので、まだ喜寿とピ
ンときておりませんけれど、このような場で皆さんに
お祝いしていただくこと大変うれしく思っておりま
す。

先ほど吉田パストガ
バナーがおっしゃっ
ていましたけれど、
今年は丙午というこ
とで、情熱とかエネ
ルギーに満ち溢れる
年だといわれており

ます。このような年に釧路クラブは創立 90周年とい
う記念すべき年を迎えます。皆さんの情熱とエネル
ギーをこれに向けまして頑張っていただければ、素晴
らしい一年になるのではないかと思っております。
不肖、私は残念ながら、みなぎるような、満ち溢れる
ようなエネルギーも情熱もないかもしれませんけれ
ど、何とか微力ながら協力していきたいと思いますの
で、１年間よろしくお願いいたします。
本日はありがとうございます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
次に傘寿を迎える方をご紹介させていただきます。
1947 年昭和 22年生まれ、数え年で 80歳になられ
る会員の皆さまでございます。私が幹事をやっていた
時の会長で「年齢を喋るな」と言われたのですが、しっ
かり喋らせていただきます。御年 80歳を数えでお迎
えになります。６月 26日生まれ滝越康雄君です。も
う一方、10月 25日生まれ関向一君もいらっしゃい
ますが、本日は欠席でございますので、滝越君、前の
ほうへお願いいたします。

傘寿を迎えられたメンバーのスピーチ
滝越　康雄君
　長寿のほうでござ
います。正直に言い
まして、いい迷惑で
ございます。何とい
うかな、さらし者に
なったような気で、
長寿という実感はな
いのですけどね。日々はつながっていて、さっぱりそ
ういう年齢という感じは。特に、年齢に関しては、私
たちは軍事機密だったので外に出ていなかった。今日
は欠席で出しとけばよかったな、と思って後悔してい
ます。
とはいえ、最近、この年齢の実際の動きを説明します
と、同世代が、同級生がポツポツ死んじゃっているの
です。非常に孤独感が強くて、仮に、昼にレストラン
に行っても喫茶店に行っても、遠慮してカウンターで
しか食べたことないのです。相方がいないのですよ。
ただ、去年の 11月ぐらいに相方で、一人この会場に
いる人、付き合ってくれたのです。誰かといったら、
舟木会員です。場所はカフェで、二人で頼んだのが、

盛りだくさんのフ
ルーツパフェ、一個
880 円の。それが、
年齢を足したら 154
歳、それがフルーツ
パフェ食べて。周り
には非常にたくまし

い中年の女性軍、ものすごいパワーです。女性ばかり
の中で男が二人、パフェを食べて慰め合ったというこ
とでございます。
私は年齢がかさんできていますけども、最近、調べた
ら、高市内閣の国家予算で聞いたら 122 兆円。日本
で社会保険の金額、支給している年金から何からが
140 兆円あるのですよ。逆ザヤです。何を言いたい
かといったら、早く年配の人は意識して密やかに自覚
して、お引き取りするのが国家のためだと思いますの
で、そういうことで、引き際をいつにするか分からな
いのですが大事にして終わりたいと思います。
以上です。

（ご歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
宴もたけなわでございますが、いま、三役から「きょ
う、大山さんが来ているのに出番がないのか」と親睦
のほうにありました。
大山さんには、本日書いて頂いた「笑顔」と「誇り」
と「挑戦」にそれぞれコメントをいただきたく、大山
さんにお願いしたいと思います。
３人並んで、先ほど書いていただいた書を持っていた
だいて、前のほうに。
本日の表題になっております新年交礼会という日の丸
の上の字が３年前に大山さんに書いていただいた字に
なっております。大山さんは今、書道協会の釧路支部
の会長をされております。それでは、大山さん、お願
いします。

書初めの講評　大山　葉子様
　会長からでよろし
いでしょうか。
会長さんの「笑顔」
の笑うという字がす
ごく笑っていて、す
ごくいいなと思って
見ていたのです。本

当に笑顔になれるな、という「笑」の字がいいなと思
います。ありがとうございます。（拍手）
では、池田さんは、池田さん雰囲気そのもので、すご
く優雅で優しくて、すごく品があるなと思っていまし
た。（拍手）
横田さんのは、すごく頑張っている感じが。頑張って
やっているのだなと、挑戦しているなと思いました。
（拍手）
最後に一言、こちらの２人、印を押したのですけども、
領収書の印の押し方だな。書の場合はこちらが正しい
です。以上です。

（手に手をつないで　合唱）

締めの挨拶　大道　光肇君
　楽しい新年交礼会
でございました。参
加して良かったと思
います。
日ごろは、だいぶご
無沙汰しておりまし
たけれども、私も今
年で、数えで 85になります。でも、気持ちは若いの
ですけれどもね。体は年なりに衰えてきております。
よろめいております。だから、転ばぬ先の杖でね、杖
をつきながら転ばないように注意をしながら日々歩い
ております。
　今年、お祝いの年になられました還暦、それから
70歳はなんといいましたか、喜寿ですよね。傘寿は
80歳ですね。私はもうお祝いはしてもらえないと思っ
ていますけれどもね。
　最近、私はいろいろな本を読むのですが、昔から漫
画が大好きでね。弘兼憲史の島耕作というのをずーっ
と読んでいます。去年、社外取締役だったかな、いま
７巻目ですよ。勉強になりますよ。それを読めば黄昏
流星群というのが 76巻目を迎えました。それもさら
に読みました。切ないですね。ときめきが感じられま
すしね。
　弘兼憲史は、いい年になったのですけれども、弘兼
のモットーが「逆らわず、にこにこ顔で、従わず」と
いうものです。逆らわないのだけれど、にこにこ顔で
従わないものは従わないのだと。年取ったらね、あま
りプッシュかけないで、楽しく「ときめき」と「感動」
を忘れないで生きるのが一番だと言うのです。
　私は、それに習って、最近、いろいろな女優さんの
素晴らしい姿を見て、ああ、この女優さんは出世する
なと。この間まで、朝のお天気お姉さんに惚れていた
のですけれども、最近は出てこなくなってしまってね。
子どもさんが生まれて一時休んだようですが。それで、
だいぶ雰囲気が変わってしまって、女って変わらない
と思ったのですがね。お母さんらしい顔になりました
からね。最近は、小芝風花という女優が花魁の役をやっ
ておりました。いまはＮＨＫの金と銀の主人公をやっ
ておりますけど、なかなかいい女優さんなのですよ。
伸びるなーと思ってね。笑い顔がいい人は芳根京子で
すよね。元気をもらえますよね。
　そういうことで、年をとったら「ときめき」と「感
動」を忘れないで一日を大事にして、今年もいい年で
ありますように。また、祝事を迎えられた皆さまには、
実りの多いよき年でありますように心に念じまして終
わりのご挨拶とさせていただきます。
　今日はありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さま、新年あけ
ましておめでとうご
ざいます。どんな年
末年始を過ごされた
でしょうか。
　私は初めてだった
のですが、年末年始
を阿寒湖の鶴雅に泊まりに行ってまいりました。今日
は見えられておりませんが、日銀支店長の佐々木さん
ご家族も一緒だったと記憶しております。
　１月１日が晴れと聞いておりましたので、たまたま
男性のほうが奇数日で外に露天風呂がある所に行くこ
とできたので、朝、日の出をめがけて行ったら、ちょ
うど雲がかかっていました。20人くらいが外にわん
さかわんさかいたのですが、いつまで経っても雲が
あって見えそうで見えないのが続いていました。１年
前までは私より背が低かった息子が私を超えているの
ですが、息子と二人でねばろうと、30～ 40分露天
風呂で、外は寒い、マイナス 17度です。ずーっと入っ
ていたところ、たくさんいた人たちがどんどんいなく
なりました。私と息子がねばっていたところ、奇跡的
に雲が晴れてご来光を見ることができました。とても
いい年だなと思いました。
　改めまして、上期が無事に終わりました。本当に皆
さまの支えでなんとか上半期の半年間を過ごすことが
できました。
　と言っている間にもう下期が始まりますので、上期

の感謝と下期に向けた思いをもう一度確認しようと
思って、年末には関西に用事があったので、関西と言っ
てもだいぶ寄り道ですけど、静岡県の三島にある米山
梅吉翁記念館に少し足を延ばして行ってまいりまし
た。年末最後の日でしたから４時に閉まるのですが、
私が着いたのが３時ころで、誰一人いなかったのです。
受付にも人がいない状態でした。タクシーの運転手に
は「待っていてください。休館日だったら申し訳ない
ので」言って、声を掛けたら中から人が出てきて「珍
しいですね。どこから来たのですか」と言われ、「釧
路から来たのです。2500 地区です」と言ったのです。
受付の人は、2500 地区と聞くと、小船井さん、足立
さん、吉田潤司さんの名前をボンボン言って「ロータ
リーは 2500 地区の人、だいぶ頑張っていますよね」
と言っていただきました。
　そんな米山梅吉翁記念館ですが、２階に上がると、
ＡＩで蘇った梅吉さんが話しかけるはずですが、誰も
いないので、行っても何も動かないということから受
付の人が来て、コンセントに差し込んだらパッとＡＩ

が映ました。「突然
ですけど、あなたに
とって奉仕とはなん
ですか」と問いかけ
るのです。いきなり
言われてもと思いな
がらも誰もいないの

で、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕・・・、いろいろ
考えた時に、さまざまあるので自分自身が、自分の人

生をどうやりたいのか、なにをしたいの か、を真剣
に考えて、考えて自分のしたいことを誠実に着実に行
うしかないのではないのか。その積み重ねが地域に
とって、社会にとって、あるいは世界にとって、いい
ことにつながるのではないかと考えて原点に返って振
り返ることができた一日でした。
　そんな気持ちを込めて、今日から始まる下期、そし
てまた、本年度 90年に向かう当クラブを皆さんと一
緒に盛り上げて突っ走って行きたいと思います。下期
もぜひ、よろしくお願い申し上げます。以上です。

幹事報告　横田　英喜幹事
　皆さま、あけましておめでとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。幹事報告させていただき
ます。
本日の新年恒例会にあたりまして祝電をいただいてお
りますので、ホワイトボードをご覧いただければと思
います。
１月のロータリーレートが発表になっております。１
ドル 156 円になります。156 円を基に下期の会費の
納入額が決まることになります。
受付で渡されたと思いますけれど、ＲＩの人頭分担金、
ロータリー財団の特別寄付金を１ドル 156 円で換算
して会費が決まっております。
下期の会費は 129,611 円となりました。前年と比べ
て 84円の増額で、ほぼ同じような金額になっており
ます。今日、いらっしゃらない方には事務局より会費
納入のお知らせを発送させていただきます。円滑な会
務の運営のためにもできるだけ早めの納入をお願いい
たします。
また、例会で現金でお持ちいただく方には、つり銭が
ないようによろしくお願いいたします。
以上となります。

地区ガバナー推薦クラブ選考委員会からの報告
クラブ選考委員会　石田　博司委員長

　当クラブから推薦
を申し上げました荒
井剛君、本年度の会
長を令和８年１月１
日付けをもって
2028-2029 年のガ
バナーに就任が決定

いたしました。今日からガバナーノミニーという立場
です。
　それでは、荒井剛君には地区のため、分区のため、
釧路クラブのため、さらにはご自分の成長のために力
を尽くしていただきたいと思います。
　よろしくお願いいたします。（拍手）
　では、荒井君から決意のほどを伺いましょう。よろ

しくどうぞ。

決意表明
荒井　　剛地区ガバナーノミニー

　改めまして、身が
引き締まる思いで
す。昨年度、推薦い
ただいて、正式な発
表、連絡というもの
が個人のほうには来
ませんので、どう

なっているのだろうという思いは少しあったのです
が、この新年恒例会の日にこのように発表していただ
いたということは、これは私にとって縁深いものであ
りますし、これは、ますます頑張らないといけないな
と思いを強くした次第です。
　また、皆さまには本当にご協力のほどをお願いする
ことになりますが、私が近くに行った時には逃げない
でください。
　本当に精一杯頑張りたいと思いますのでよろしくお
願い申し上げます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　皆さま、新年あけましておめでとうございます。こ
れより新年交礼会を開会させていただきます。司会は
親睦委員会の委員長を務めさせていただいております
中島が務めさせていただきます。ご協力をお願いいた
します。
また、今日から折り返し、下期となります。親睦委員
会一同も頑張ってまいりますので、あと半年の下期を
よろしくお願いしたいと思います。
まず、鏡開きを行いたいと思います。お名前をお呼び
いたしますので、ご登壇をお願いいたします。
2025-2026 年度釧路ロータリークラブ会長・荒井剛
君、副会長・池田一己君、幹事・横田英喜君、会長エ
レクト・工藤彦夫君、次年度幹事・八幡好洋君、次年
度ガバナー補佐・西村智久君、90周年記念実行委員長・
脇弘幸君、前にお進みください。
鏡は円満を、開くは末広がりを意味しております。そ
れではただいまより、2025-2026 年度の釧路ロータ
リークラブのさらなる飛躍と発展を祈願いたしまし
て、新年の鏡開きを行います。
私のほうから「せーの」とお声掛けをいたしますので、
続いて「よいしょ」の掛け声で鏡開きを行いたいと思
います。

（鏡開き）

祝杯のご発声
吉田　潤司パストガバナー

　皆さま、こんばん
は。皆さんは、なに
か清々しい正月を迎
えたという顔をして
おります。大変いい
顔をしております。
今年は皆さんがご存

じのとおり、丙午の年であります。躍動とか元気いっ
ぱいとか、そのような年になるということで言われて
おります。
うちのクラブもこれから、スタートの年としては大変
すばらしいと思います。まず、最初にＩＭがあります。
その次の年度には 90周年、３年目には先ほど紹介が
ありました荒井さんのガバナー年度があります。これ
を３年続けてやるというクラブの底力はほかのクラブ
ではそんなに持っていないと思うのです。ひとつひと
つを丁寧に持って行って、釧路クラブは 2500 地区で
自他ともに認める歴史と伝統のあるクラブをみんなで
作って行ければと思います。最終締めの荒井さんまで、
３年後以降ももちろん頑張らなければいけませんけれ
ど、その３年間をみんなで力を合わせて、仲良く元気
に、そして釧路クラブのいいところを残していくこと
も大事です。
佐渡年度の地区大会の時に山崎代理、コーディネー
ターが話しましたけれども、改革もしなければだめな
のだ、改革しなくしてクラブの発展はないという話を
されました。私は、近年の中では最高のスピーチだっ
たと思います。
これをみんなでかみしめて、新しいクラブ、元気ある
発展的なクラブをみんなで作っていけますようにお願
いをいたします。
それでは、おめでとうございます、で乾杯をしたいと
思います。

（おねでとうございます）（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
吉田潤司パストガバナー、ありがとうございました。
　それではこれより歓談の時間とさせていただきま
す。

（歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　本年度は、年の初めということで三役の皆さんに書
初めを小学校の時にやったような形でお願いしたいと
思います。本日は、大山さんにお手伝いをいただいて
おります。
　最近は道銀さんの所にもありますが、高校生が大き
な紙に書いて、書道をしている姿を見せていただいく
ことも多くありますけれども、本日は三役に、それぞ
れ新年を迎えての一言という形でお願いしたいと思い
ます。
　荒井会長、池田副会長、横田幹事には登壇していた
だいて、皆さんに向かって書いていただきます。本年
の干支は、さきほどパストガバナーからご紹介があり
ました丙午です。力強く、前向きなエネルギーや躍動
感、成功を象徴する縁起のいい干支だそうでございま
す。クラブの皆さまとともに健康・飛躍の一年になり
ますように、本年度の荒井会長のクラブスローガンの
中から、荒井会長には「笑顔」、池田一己副会長には「誇
り」、横田英喜幹事には字を間違わないでいただきた
いのですが「挑戦」という漢字二文字を書いていただ
きます。
　それでは、よろしくお願いします。

（書初め）

　書いていただいた
ら、横に細い筆でお
名前を記していただ
きますと完成です。
　

　親睦委員会の打ち
合わせの時に、「正月らしいと言ったら」というと書
初めになって、「一番いいじゃないの」と言ったのが
工藤エレクトでしたので、来年は工藤さんが書いてい
ただけるのではないかと。
　大山さんが赤い朱肉で押す落款印を消しゴムで「剛」
「一己」「英喜」と作って来ていただきました。印を押
します。

書初めのご披露
　それでは、荒井会長から皆さまに見せていただきま

す。（拍手）
　池田副会長、お願
いします。（拍手）
　それでは、横田幹
事、（拍手）
それでは、もう一度
三役の皆さんに拍手

をお願いします。（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
ここで賀寿のお祝いをさせていただきたいと思いま
す。本年度めでたく賀寿を迎える方をお祝いいたしま
して、クラブのほうから記念品もご用意させていただ
いております。本年度は還暦を迎えられた方が７名、
古希が３名、喜寿が３名、傘寿を迎えられた方が２名
ということで、当クラブにはいらっしゃいます。本年
度、還暦の皆さまには、今日は時間が短くなっており
ますので、来月の節分例会の折に「年男大いに語る」
をしっかりやっていただこうということで、還暦の皆
さまについては、ご紹介だけにさせていただきます。
伊原明君、黒田恒史君、桑原岳広君、曽我部元親君、
得地哉君、羽田尚弘君、三宅康夫君の以上７名の皆さ
んでございます。還暦おめでとうございます。

続きまして、古希を迎えられた方をご紹介させていた
だきたいと思います。
1957 年昭和 32年生まれ、数え年で 70歳の会員を
ご紹介させていただきます。６月 17日の生まれ工藤
彦夫君、６月 20日生まれ梁瀬之弘君、本日は欠席で
ございます。12月 14日生まれの谷川富成君、本日
欠席ではございます。以上の３名の方でございます。
会長のから工藤さんにプレゼントを渡していただい
て、その後工藤さんから一言いただきたいと思います。

古希を迎えられたメンバーのスピーチ
工藤　彦夫君

あけましておめで
とうございます。
古希ということで
久しぶりに真ん中
です。
年次総会の時、真
ん中で理事を発表

できるかなと思っていたら、議長に真ん中の場所を取
られちゃって、せっかく理事を発表する楽しみだった
のが端っこでやって。終わった後、樋口君も「俺も端っ

こで話したんだよな」と言っていましたので、議長さ
ん次回は、次回？来年は俺か、注意します。
古希といっていますけども、68歳ですので、まだ２
年間あります。とはいえ、だんだん年なので、朝起き
たら体が痛い、目は近くも遠くも見えない、鼻は聞こ
えない、耳もだんだん遠くなってきて、この前「キー
ン」と音が鳴るから「耳鳴りしているので年かな」と
女房に言ったら、女房も「キーンって鳴る」と言った
ら、うちの古い冷蔵庫のせいでした。
だんだんシミも多くなってくるのですよ。鼻も体も痛
いのは誰にも見えないけど、シミだけは見えていやな
のです。そういえば横田君が「シミを取ったんだ」と
いうのを思い出したの。今、僕はきれいになっている
のですけども、横田君に聞いたら「あさの皮膚科に行
けばいい」と言ったのです。でも、うちは病院に行く
のは女房の許可を得ないと行けないので、横田君の昔
のシミがある顔ときれいになった顔とを携帯で撮っ
て、女房に見せました。
きれいな横田君のシ
ミのない顔を見せた
のですけども、さあ、
ここで新年初めての
問題です。うちの女
房は何と言ったで
しょうか。
（横田君、「答えは他に直すところある」）
近いです。「優先順位が違う」と言っていました。何
を優先すれば良かったのか、よく分からないですけど、
そんな話です。
今年、90周年の会長やらせていただきますけども、
みんなで楽しく１年間やりたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。以上です。ありがとうござい
ます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長　　
次に喜寿を迎える方をご紹介させていただきたいと思
います。1950 年昭和 25年生まれ、数え年で 77歳
の皆さまをご紹介させていただきます。
２月 23日生まれの石田博司君、３月７日生まれの久
島貞一君、２月 20日生まれの吉田秀俊君の３名の皆
さまでございます。
石田君からご登壇いただいて、記念品をいただいてス
ピーチお願いしたいと思います。

喜寿を迎えられたメンバーのスピーチ
石田　博司君
いただきました、ありがとうございます。あまり嬉し
い話でもないのでしょうけど。
なぜか、昔から長生きしないだろうと思いこんでいる、
なんでかそうだったのですね。長生きしないだろうと、

畳の上で死なないだ
ろうなとずっと思っ
ていたのですけど
も、特に 10代 20
代のころはそれが強
かったのですが、
30代なってからは

それを忘れていましたけれども。
今、振り返っても思い出すことが、50の誕生を迎え
た時に「えっ 50まで生きたんだ」とすごく驚いたの
です。健康は健康なのですけども、健康診断に行って
も「どこも悪いところはない」と。正確には「どこも
悪いところはない」とは言われるのですけども、生ま
れて初めて、この度病名をいただきました。大動脈弁
閉鎖不全症、心臓の弁の動きが少し悪いというのです。
それと、昨年の暮れ
に血圧が初めて上
がって、薬を飲んで
も下がらないので
す。
どうしようもない
し、別に不便はない
わけだからと思って、昨日も後藤さんの所に飲みに行
きましたけども、今日も飲んでいますけれども。
そういうわけで 77歳になりますけれども、定年のな
いロータリークラブですから、じっと、しとやかにし
ておりますので、どうぞ遊んでくれますようにお願い
します。
ありがとうございました。

吉田　秀俊君
改めて、おめでとう
ございます。今年も
よろしくお願いしま
す。
いま登壇されていた
石田さんと見かけは
違うけど、同じ年
77でございます。私の誕生日が 12月 20日で、今日
でまだ半月しか経っておりませんので、まだ喜寿とピ
ンときておりませんけれど、このような場で皆さんに
お祝いしていただくこと大変うれしく思っておりま
す。

先ほど吉田パストガ
バナーがおっしゃっ
ていましたけれど、
今年は丙午というこ
とで、情熱とかエネ
ルギーに満ち溢れる
年だといわれており

ます。このような年に釧路クラブは創立 90周年とい
う記念すべき年を迎えます。皆さんの情熱とエネル
ギーをこれに向けまして頑張っていただければ、素晴
らしい一年になるのではないかと思っております。
不肖、私は残念ながら、みなぎるような、満ち溢れる
ようなエネルギーも情熱もないかもしれませんけれ
ど、何とか微力ながら協力していきたいと思いますの
で、１年間よろしくお願いいたします。
本日はありがとうございます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
次に傘寿を迎える方をご紹介させていただきます。
1947 年昭和 22年生まれ、数え年で 80歳になられ
る会員の皆さまでございます。私が幹事をやっていた
時の会長で「年齢を喋るな」と言われたのですが、しっ
かり喋らせていただきます。御年 80歳を数えでお迎
えになります。６月 26日生まれ滝越康雄君です。も
う一方、10月 25日生まれ関向一君もいらっしゃい
ますが、本日は欠席でございますので、滝越君、前の
ほうへお願いいたします。

傘寿を迎えられたメンバーのスピーチ
滝越　康雄君
　長寿のほうでござ
います。正直に言い
まして、いい迷惑で
ございます。何とい
うかな、さらし者に
なったような気で、
長寿という実感はな
いのですけどね。日々はつながっていて、さっぱりそ
ういう年齢という感じは。特に、年齢に関しては、私
たちは軍事機密だったので外に出ていなかった。今日
は欠席で出しとけばよかったな、と思って後悔してい
ます。
とはいえ、最近、この年齢の実際の動きを説明します
と、同世代が、同級生がポツポツ死んじゃっているの
です。非常に孤独感が強くて、仮に、昼にレストラン
に行っても喫茶店に行っても、遠慮してカウンターで
しか食べたことないのです。相方がいないのですよ。
ただ、去年の 11月ぐらいに相方で、一人この会場に
いる人、付き合ってくれたのです。誰かといったら、
舟木会員です。場所はカフェで、二人で頼んだのが、

盛りだくさんのフ
ルーツパフェ、一個
880 円の。それが、
年齢を足したら 154
歳、それがフルーツ
パフェ食べて。周り
には非常にたくまし

い中年の女性軍、ものすごいパワーです。女性ばかり
の中で男が二人、パフェを食べて慰め合ったというこ
とでございます。
私は年齢がかさんできていますけども、最近、調べた
ら、高市内閣の国家予算で聞いたら 122 兆円。日本
で社会保険の金額、支給している年金から何からが
140 兆円あるのですよ。逆ザヤです。何を言いたい
かといったら、早く年配の人は意識して密やかに自覚
して、お引き取りするのが国家のためだと思いますの
で、そういうことで、引き際をいつにするか分からな
いのですが大事にして終わりたいと思います。
以上です。

（ご歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
宴もたけなわでございますが、いま、三役から「きょ
う、大山さんが来ているのに出番がないのか」と親睦
のほうにありました。
大山さんには、本日書いて頂いた「笑顔」と「誇り」
と「挑戦」にそれぞれコメントをいただきたく、大山
さんにお願いしたいと思います。
３人並んで、先ほど書いていただいた書を持っていた
だいて、前のほうに。
本日の表題になっております新年交礼会という日の丸
の上の字が３年前に大山さんに書いていただいた字に
なっております。大山さんは今、書道協会の釧路支部
の会長をされております。それでは、大山さん、お願
いします。

書初めの講評　大山　葉子様
　会長からでよろし
いでしょうか。
会長さんの「笑顔」
の笑うという字がす
ごく笑っていて、す
ごくいいなと思って
見ていたのです。本

当に笑顔になれるな、という「笑」の字がいいなと思
います。ありがとうございます。（拍手）
では、池田さんは、池田さん雰囲気そのもので、すご
く優雅で優しくて、すごく品があるなと思っていまし
た。（拍手）
横田さんのは、すごく頑張っている感じが。頑張って
やっているのだなと、挑戦しているなと思いました。
（拍手）
最後に一言、こちらの２人、印を押したのですけども、
領収書の印の押し方だな。書の場合はこちらが正しい
です。以上です。

（手に手をつないで　合唱）

締めの挨拶　大道　光肇君
　楽しい新年交礼会
でございました。参
加して良かったと思
います。
日ごろは、だいぶご
無沙汰しておりまし
たけれども、私も今
年で、数えで 85になります。でも、気持ちは若いの
ですけれどもね。体は年なりに衰えてきております。
よろめいております。だから、転ばぬ先の杖でね、杖
をつきながら転ばないように注意をしながら日々歩い
ております。
　今年、お祝いの年になられました還暦、それから
70歳はなんといいましたか、喜寿ですよね。傘寿は
80歳ですね。私はもうお祝いはしてもらえないと思っ
ていますけれどもね。
　最近、私はいろいろな本を読むのですが、昔から漫
画が大好きでね。弘兼憲史の島耕作というのをずーっ
と読んでいます。去年、社外取締役だったかな、いま
７巻目ですよ。勉強になりますよ。それを読めば黄昏
流星群というのが 76巻目を迎えました。それもさら
に読みました。切ないですね。ときめきが感じられま
すしね。
　弘兼憲史は、いい年になったのですけれども、弘兼
のモットーが「逆らわず、にこにこ顔で、従わず」と
いうものです。逆らわないのだけれど、にこにこ顔で
従わないものは従わないのだと。年取ったらね、あま
りプッシュかけないで、楽しく「ときめき」と「感動」
を忘れないで生きるのが一番だと言うのです。
　私は、それに習って、最近、いろいろな女優さんの
素晴らしい姿を見て、ああ、この女優さんは出世する
なと。この間まで、朝のお天気お姉さんに惚れていた
のですけれども、最近は出てこなくなってしまってね。
子どもさんが生まれて一時休んだようですが。それで、
だいぶ雰囲気が変わってしまって、女って変わらない
と思ったのですがね。お母さんらしい顔になりました
からね。最近は、小芝風花という女優が花魁の役をやっ
ておりました。いまはＮＨＫの金と銀の主人公をやっ
ておりますけど、なかなかいい女優さんなのですよ。
伸びるなーと思ってね。笑い顔がいい人は芳根京子で
すよね。元気をもらえますよね。
　そういうことで、年をとったら「ときめき」と「感
動」を忘れないで一日を大事にして、今年もいい年で
ありますように。また、祝事を迎えられた皆さまには、
実りの多いよき年でありますように心に念じまして終
わりのご挨拶とさせていただきます。
　今日はありがとうございました。
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さま、新年あけ
ましておめでとうご
ざいます。どんな年
末年始を過ごされた
でしょうか。
　私は初めてだった
のですが、年末年始
を阿寒湖の鶴雅に泊まりに行ってまいりました。今日
は見えられておりませんが、日銀支店長の佐々木さん
ご家族も一緒だったと記憶しております。
　１月１日が晴れと聞いておりましたので、たまたま
男性のほうが奇数日で外に露天風呂がある所に行くこ
とできたので、朝、日の出をめがけて行ったら、ちょ
うど雲がかかっていました。20人くらいが外にわん
さかわんさかいたのですが、いつまで経っても雲が
あって見えそうで見えないのが続いていました。１年
前までは私より背が低かった息子が私を超えているの
ですが、息子と二人でねばろうと、30～ 40分露天
風呂で、外は寒い、マイナス 17度です。ずーっと入っ
ていたところ、たくさんいた人たちがどんどんいなく
なりました。私と息子がねばっていたところ、奇跡的
に雲が晴れてご来光を見ることができました。とても
いい年だなと思いました。
　改めまして、上期が無事に終わりました。本当に皆
さまの支えでなんとか上半期の半年間を過ごすことが
できました。
　と言っている間にもう下期が始まりますので、上期

の感謝と下期に向けた思いをもう一度確認しようと
思って、年末には関西に用事があったので、関西と言っ
てもだいぶ寄り道ですけど、静岡県の三島にある米山
梅吉翁記念館に少し足を延ばして行ってまいりまし
た。年末最後の日でしたから４時に閉まるのですが、
私が着いたのが３時ころで、誰一人いなかったのです。
受付にも人がいない状態でした。タクシーの運転手に
は「待っていてください。休館日だったら申し訳ない
ので」言って、声を掛けたら中から人が出てきて「珍
しいですね。どこから来たのですか」と言われ、「釧
路から来たのです。2500 地区です」と言ったのです。
受付の人は、2500 地区と聞くと、小船井さん、足立
さん、吉田潤司さんの名前をボンボン言って「ロータ
リーは 2500 地区の人、だいぶ頑張っていますよね」
と言っていただきました。
　そんな米山梅吉翁記念館ですが、２階に上がると、
ＡＩで蘇った梅吉さんが話しかけるはずですが、誰も
いないので、行っても何も動かないということから受
付の人が来て、コンセントに差し込んだらパッとＡＩ

が映ました。「突然
ですけど、あなたに
とって奉仕とはなん
ですか」と問いかけ
るのです。いきなり
言われてもと思いな
がらも誰もいないの

で、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕・・・、いろいろ
考えた時に、さまざまあるので自分自身が、自分の人

生をどうやりたいのか、なにをしたいの か、を真剣
に考えて、考えて自分のしたいことを誠実に着実に行
うしかないのではないのか。その積み重ねが地域に
とって、社会にとって、あるいは世界にとって、いい
ことにつながるのではないかと考えて原点に返って振
り返ることができた一日でした。
　そんな気持ちを込めて、今日から始まる下期、そし
てまた、本年度 90年に向かう当クラブを皆さんと一
緒に盛り上げて突っ走って行きたいと思います。下期
もぜひ、よろしくお願い申し上げます。以上です。

幹事報告　横田　英喜幹事
　皆さま、あけましておめでとうございます。今年も
よろしくお願いいたします。幹事報告させていただき
ます。
本日の新年恒例会にあたりまして祝電をいただいてお
りますので、ホワイトボードをご覧いただければと思
います。
１月のロータリーレートが発表になっております。１
ドル 156 円になります。156 円を基に下期の会費の
納入額が決まることになります。
受付で渡されたと思いますけれど、ＲＩの人頭分担金、
ロータリー財団の特別寄付金を１ドル 156 円で換算
して会費が決まっております。
下期の会費は 129,611 円となりました。前年と比べ
て 84円の増額で、ほぼ同じような金額になっており
ます。今日、いらっしゃらない方には事務局より会費
納入のお知らせを発送させていただきます。円滑な会
務の運営のためにもできるだけ早めの納入をお願いい
たします。
また、例会で現金でお持ちいただく方には、つり銭が
ないようによろしくお願いいたします。
以上となります。

地区ガバナー推薦クラブ選考委員会からの報告
クラブ選考委員会　石田　博司委員長

　当クラブから推薦
を申し上げました荒
井剛君、本年度の会
長を令和８年１月１
日付けをもって
2028-2029 年のガ
バナーに就任が決定

いたしました。今日からガバナーノミニーという立場
です。
　それでは、荒井剛君には地区のため、分区のため、
釧路クラブのため、さらにはご自分の成長のために力
を尽くしていただきたいと思います。
　よろしくお願いいたします。（拍手）
　では、荒井君から決意のほどを伺いましょう。よろ

しくどうぞ。

決意表明
荒井　　剛地区ガバナーノミニー

　改めまして、身が
引き締まる思いで
す。昨年度、推薦い
ただいて、正式な発
表、連絡というもの
が個人のほうには来
ませんので、どう

なっているのだろうという思いは少しあったのです
が、この新年恒例会の日にこのように発表していただ
いたということは、これは私にとって縁深いものであ
りますし、これは、ますます頑張らないといけないな
と思いを強くした次第です。
　また、皆さまには本当にご協力のほどをお願いする
ことになりますが、私が近くに行った時には逃げない
でください。
　本当に精一杯頑張りたいと思いますのでよろしくお
願い申し上げます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　皆さま、新年あけましておめでとうございます。こ
れより新年交礼会を開会させていただきます。司会は
親睦委員会の委員長を務めさせていただいております
中島が務めさせていただきます。ご協力をお願いいた
します。
また、今日から折り返し、下期となります。親睦委員
会一同も頑張ってまいりますので、あと半年の下期を
よろしくお願いしたいと思います。
まず、鏡開きを行いたいと思います。お名前をお呼び
いたしますので、ご登壇をお願いいたします。
2025-2026 年度釧路ロータリークラブ会長・荒井剛
君、副会長・池田一己君、幹事・横田英喜君、会長エ
レクト・工藤彦夫君、次年度幹事・八幡好洋君、次年
度ガバナー補佐・西村智久君、90周年記念実行委員長・
脇弘幸君、前にお進みください。
鏡は円満を、開くは末広がりを意味しております。そ
れではただいまより、2025-2026 年度の釧路ロータ
リークラブのさらなる飛躍と発展を祈願いたしまし
て、新年の鏡開きを行います。
私のほうから「せーの」とお声掛けをいたしますので、
続いて「よいしょ」の掛け声で鏡開きを行いたいと思
います。

（鏡開き）

祝杯のご発声
吉田　潤司パストガバナー

　皆さま、こんばん
は。皆さんは、なに
か清々しい正月を迎
えたという顔をして
おります。大変いい
顔をしております。
今年は皆さんがご存

じのとおり、丙午の年であります。躍動とか元気いっ
ぱいとか、そのような年になるということで言われて
おります。
うちのクラブもこれから、スタートの年としては大変
すばらしいと思います。まず、最初にＩＭがあります。
その次の年度には 90周年、３年目には先ほど紹介が
ありました荒井さんのガバナー年度があります。これ
を３年続けてやるというクラブの底力はほかのクラブ
ではそんなに持っていないと思うのです。ひとつひと
つを丁寧に持って行って、釧路クラブは 2500 地区で
自他ともに認める歴史と伝統のあるクラブをみんなで
作って行ければと思います。最終締めの荒井さんまで、
３年後以降ももちろん頑張らなければいけませんけれ
ど、その３年間をみんなで力を合わせて、仲良く元気
に、そして釧路クラブのいいところを残していくこと
も大事です。
佐渡年度の地区大会の時に山崎代理、コーディネー
ターが話しましたけれども、改革もしなければだめな
のだ、改革しなくしてクラブの発展はないという話を
されました。私は、近年の中では最高のスピーチだっ
たと思います。
これをみんなでかみしめて、新しいクラブ、元気ある
発展的なクラブをみんなで作っていけますようにお願
いをいたします。
それでは、おめでとうございます、で乾杯をしたいと
思います。

（おねでとうございます）（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
吉田潤司パストガバナー、ありがとうございました。
　それではこれより歓談の時間とさせていただきま
す。

（歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　本年度は、年の初めということで三役の皆さんに書
初めを小学校の時にやったような形でお願いしたいと
思います。本日は、大山さんにお手伝いをいただいて
おります。
　最近は道銀さんの所にもありますが、高校生が大き
な紙に書いて、書道をしている姿を見せていただいく
ことも多くありますけれども、本日は三役に、それぞ
れ新年を迎えての一言という形でお願いしたいと思い
ます。
　荒井会長、池田副会長、横田幹事には登壇していた
だいて、皆さんに向かって書いていただきます。本年
の干支は、さきほどパストガバナーからご紹介があり
ました丙午です。力強く、前向きなエネルギーや躍動
感、成功を象徴する縁起のいい干支だそうでございま
す。クラブの皆さまとともに健康・飛躍の一年になり
ますように、本年度の荒井会長のクラブスローガンの
中から、荒井会長には「笑顔」、池田一己副会長には「誇
り」、横田英喜幹事には字を間違わないでいただきた
いのですが「挑戦」という漢字二文字を書いていただ
きます。
　それでは、よろしくお願いします。

（書初め）

　書いていただいた
ら、横に細い筆でお
名前を記していただ
きますと完成です。
　

　親睦委員会の打ち
合わせの時に、「正月らしいと言ったら」というと書
初めになって、「一番いいじゃないの」と言ったのが
工藤エレクトでしたので、来年は工藤さんが書いてい
ただけるのではないかと。
　大山さんが赤い朱肉で押す落款印を消しゴムで「剛」
「一己」「英喜」と作って来ていただきました。印を押
します。

書初めのご披露
　それでは、荒井会長から皆さまに見せていただきま

す。（拍手）
　池田副会長、お願
いします。（拍手）
　それでは、横田幹
事、（拍手）
それでは、もう一度
三役の皆さんに拍手

をお願いします。（拍手）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
ここで賀寿のお祝いをさせていただきたいと思いま
す。本年度めでたく賀寿を迎える方をお祝いいたしま
して、クラブのほうから記念品もご用意させていただ
いております。本年度は還暦を迎えられた方が７名、
古希が３名、喜寿が３名、傘寿を迎えられた方が２名
ということで、当クラブにはいらっしゃいます。本年
度、還暦の皆さまには、今日は時間が短くなっており
ますので、来月の節分例会の折に「年男大いに語る」
をしっかりやっていただこうということで、還暦の皆
さまについては、ご紹介だけにさせていただきます。
伊原明君、黒田恒史君、桑原岳広君、曽我部元親君、
得地哉君、羽田尚弘君、三宅康夫君の以上７名の皆さ
んでございます。還暦おめでとうございます。

続きまして、古希を迎えられた方をご紹介させていた
だきたいと思います。
1957 年昭和 32年生まれ、数え年で 70歳の会員を
ご紹介させていただきます。６月 17日の生まれ工藤
彦夫君、６月 20日生まれ梁瀬之弘君、本日は欠席で
ございます。12月 14日生まれの谷川富成君、本日
欠席ではございます。以上の３名の方でございます。
会長のから工藤さんにプレゼントを渡していただい
て、その後工藤さんから一言いただきたいと思います。

古希を迎えられたメンバーのスピーチ
工藤　彦夫君

あけましておめで
とうございます。
古希ということで
久しぶりに真ん中
です。
年次総会の時、真
ん中で理事を発表

できるかなと思っていたら、議長に真ん中の場所を取
られちゃって、せっかく理事を発表する楽しみだった
のが端っこでやって。終わった後、樋口君も「俺も端っ

こで話したんだよな」と言っていましたので、議長さ
ん次回は、次回？来年は俺か、注意します。
古希といっていますけども、68歳ですので、まだ２
年間あります。とはいえ、だんだん年なので、朝起き
たら体が痛い、目は近くも遠くも見えない、鼻は聞こ
えない、耳もだんだん遠くなってきて、この前「キー
ン」と音が鳴るから「耳鳴りしているので年かな」と
女房に言ったら、女房も「キーンって鳴る」と言った
ら、うちの古い冷蔵庫のせいでした。
だんだんシミも多くなってくるのですよ。鼻も体も痛
いのは誰にも見えないけど、シミだけは見えていやな
のです。そういえば横田君が「シミを取ったんだ」と
いうのを思い出したの。今、僕はきれいになっている
のですけども、横田君に聞いたら「あさの皮膚科に行
けばいい」と言ったのです。でも、うちは病院に行く
のは女房の許可を得ないと行けないので、横田君の昔
のシミがある顔ときれいになった顔とを携帯で撮っ
て、女房に見せました。
きれいな横田君のシ
ミのない顔を見せた
のですけども、さあ、
ここで新年初めての
問題です。うちの女
房は何と言ったで
しょうか。
（横田君、「答えは他に直すところある」）
近いです。「優先順位が違う」と言っていました。何
を優先すれば良かったのか、よく分からないですけど、
そんな話です。
今年、90周年の会長やらせていただきますけども、
みんなで楽しく１年間やりたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。以上です。ありがとうござい
ます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長　　
次に喜寿を迎える方をご紹介させていただきたいと思
います。1950 年昭和 25年生まれ、数え年で 77歳
の皆さまをご紹介させていただきます。
２月 23日生まれの石田博司君、３月７日生まれの久
島貞一君、２月 20日生まれの吉田秀俊君の３名の皆
さまでございます。
石田君からご登壇いただいて、記念品をいただいてス
ピーチお願いしたいと思います。

喜寿を迎えられたメンバーのスピーチ
石田　博司君
いただきました、ありがとうございます。あまり嬉し
い話でもないのでしょうけど。
なぜか、昔から長生きしないだろうと思いこんでいる、
なんでかそうだったのですね。長生きしないだろうと、

畳の上で死なないだ
ろうなとずっと思っ
ていたのですけど
も、特に 10代 20
代のころはそれが強
かったのですが、
30代なってからは

それを忘れていましたけれども。
今、振り返っても思い出すことが、50の誕生を迎え
た時に「えっ 50まで生きたんだ」とすごく驚いたの
です。健康は健康なのですけども、健康診断に行って
も「どこも悪いところはない」と。正確には「どこも
悪いところはない」とは言われるのですけども、生ま
れて初めて、この度病名をいただきました。大動脈弁
閉鎖不全症、心臓の弁の動きが少し悪いというのです。
それと、昨年の暮れ
に血圧が初めて上
がって、薬を飲んで
も下がらないので
す。
どうしようもない
し、別に不便はない
わけだからと思って、昨日も後藤さんの所に飲みに行
きましたけども、今日も飲んでいますけれども。
そういうわけで 77歳になりますけれども、定年のな
いロータリークラブですから、じっと、しとやかにし
ておりますので、どうぞ遊んでくれますようにお願い
します。
ありがとうございました。

吉田　秀俊君
改めて、おめでとう
ございます。今年も
よろしくお願いしま
す。
いま登壇されていた
石田さんと見かけは
違うけど、同じ年
77でございます。私の誕生日が 12月 20日で、今日
でまだ半月しか経っておりませんので、まだ喜寿とピ
ンときておりませんけれど、このような場で皆さんに
お祝いしていただくこと大変うれしく思っておりま
す。

先ほど吉田パストガ
バナーがおっしゃっ
ていましたけれど、
今年は丙午というこ
とで、情熱とかエネ
ルギーに満ち溢れる
年だといわれており

ます。このような年に釧路クラブは創立 90周年とい
う記念すべき年を迎えます。皆さんの情熱とエネル
ギーをこれに向けまして頑張っていただければ、素晴
らしい一年になるのではないかと思っております。
不肖、私は残念ながら、みなぎるような、満ち溢れる
ようなエネルギーも情熱もないかもしれませんけれ
ど、何とか微力ながら協力していきたいと思いますの
で、１年間よろしくお願いいたします。
本日はありがとうございます。

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
次に傘寿を迎える方をご紹介させていただきます。
1947 年昭和 22年生まれ、数え年で 80歳になられ
る会員の皆さまでございます。私が幹事をやっていた
時の会長で「年齢を喋るな」と言われたのですが、しっ
かり喋らせていただきます。御年 80歳を数えでお迎
えになります。６月 26日生まれ滝越康雄君です。も
う一方、10月 25日生まれ関向一君もいらっしゃい
ますが、本日は欠席でございますので、滝越君、前の
ほうへお願いいたします。

傘寿を迎えられたメンバーのスピーチ
滝越　康雄君
　長寿のほうでござ
います。正直に言い
まして、いい迷惑で
ございます。何とい
うかな、さらし者に
なったような気で、
長寿という実感はな
いのですけどね。日々はつながっていて、さっぱりそ
ういう年齢という感じは。特に、年齢に関しては、私
たちは軍事機密だったので外に出ていなかった。今日
は欠席で出しとけばよかったな、と思って後悔してい
ます。
とはいえ、最近、この年齢の実際の動きを説明します
と、同世代が、同級生がポツポツ死んじゃっているの
です。非常に孤独感が強くて、仮に、昼にレストラン
に行っても喫茶店に行っても、遠慮してカウンターで
しか食べたことないのです。相方がいないのですよ。
ただ、去年の 11月ぐらいに相方で、一人この会場に
いる人、付き合ってくれたのです。誰かといったら、
舟木会員です。場所はカフェで、二人で頼んだのが、

盛りだくさんのフ
ルーツパフェ、一個
880 円の。それが、
年齢を足したら 154
歳、それがフルーツ
パフェ食べて。周り
には非常にたくまし

い中年の女性軍、ものすごいパワーです。女性ばかり
の中で男が二人、パフェを食べて慰め合ったというこ
とでございます。
私は年齢がかさんできていますけども、最近、調べた
ら、高市内閣の国家予算で聞いたら 122 兆円。日本
で社会保険の金額、支給している年金から何からが
140 兆円あるのですよ。逆ザヤです。何を言いたい
かといったら、早く年配の人は意識して密やかに自覚
して、お引き取りするのが国家のためだと思いますの
で、そういうことで、引き際をいつにするか分からな
いのですが大事にして終わりたいと思います。
以上です。

（ご歓談中）

司会　親睦活動委員会　中島　徳政委員長
宴もたけなわでございますが、いま、三役から「きょ
う、大山さんが来ているのに出番がないのか」と親睦
のほうにありました。
大山さんには、本日書いて頂いた「笑顔」と「誇り」
と「挑戦」にそれぞれコメントをいただきたく、大山
さんにお願いしたいと思います。
３人並んで、先ほど書いていただいた書を持っていた
だいて、前のほうに。
本日の表題になっております新年交礼会という日の丸
の上の字が３年前に大山さんに書いていただいた字に
なっております。大山さんは今、書道協会の釧路支部
の会長をされております。それでは、大山さん、お願
いします。

書初めの講評　大山　葉子様
　会長からでよろし
いでしょうか。
会長さんの「笑顔」
の笑うという字がす
ごく笑っていて、す
ごくいいなと思って
見ていたのです。本

当に笑顔になれるな、という「笑」の字がいいなと思
います。ありがとうございます。（拍手）
では、池田さんは、池田さん雰囲気そのもので、すご
く優雅で優しくて、すごく品があるなと思っていまし
た。（拍手）
横田さんのは、すごく頑張っている感じが。頑張って
やっているのだなと、挑戦しているなと思いました。
（拍手）
最後に一言、こちらの２人、印を押したのですけども、
領収書の印の押し方だな。書の場合はこちらが正しい
です。以上です。

（手に手をつないで　合唱）

締めの挨拶　大道　光肇君
　楽しい新年交礼会
でございました。参
加して良かったと思
います。
日ごろは、だいぶご
無沙汰しておりまし
たけれども、私も今
年で、数えで 85になります。でも、気持ちは若いの
ですけれどもね。体は年なりに衰えてきております。
よろめいております。だから、転ばぬ先の杖でね、杖
をつきながら転ばないように注意をしながら日々歩い
ております。
　今年、お祝いの年になられました還暦、それから
70歳はなんといいましたか、喜寿ですよね。傘寿は
80歳ですね。私はもうお祝いはしてもらえないと思っ
ていますけれどもね。
　最近、私はいろいろな本を読むのですが、昔から漫
画が大好きでね。弘兼憲史の島耕作というのをずーっ
と読んでいます。去年、社外取締役だったかな、いま
７巻目ですよ。勉強になりますよ。それを読めば黄昏
流星群というのが 76巻目を迎えました。それもさら
に読みました。切ないですね。ときめきが感じられま
すしね。
　弘兼憲史は、いい年になったのですけれども、弘兼
のモットーが「逆らわず、にこにこ顔で、従わず」と
いうものです。逆らわないのだけれど、にこにこ顔で
従わないものは従わないのだと。年取ったらね、あま
りプッシュかけないで、楽しく「ときめき」と「感動」
を忘れないで生きるのが一番だと言うのです。
　私は、それに習って、最近、いろいろな女優さんの
素晴らしい姿を見て、ああ、この女優さんは出世する
なと。この間まで、朝のお天気お姉さんに惚れていた
のですけれども、最近は出てこなくなってしまってね。
子どもさんが生まれて一時休んだようですが。それで、
だいぶ雰囲気が変わってしまって、女って変わらない
と思ったのですがね。お母さんらしい顔になりました
からね。最近は、小芝風花という女優が花魁の役をやっ
ておりました。いまはＮＨＫの金と銀の主人公をやっ
ておりますけど、なかなかいい女優さんなのですよ。
伸びるなーと思ってね。笑い顔がいい人は芳根京子で
すよね。元気をもらえますよね。
　そういうことで、年をとったら「ときめき」と「感
動」を忘れないで一日を大事にして、今年もいい年で
ありますように。また、祝事を迎えられた皆さまには、
実りの多いよき年でありますように心に念じまして終
わりのご挨拶とさせていただきます。
　今日はありがとうございました。



本日のニコニコ献金

■荒井　　剛君　新年あけましておめでとうございます。下期もよろしくお願いします。年末年始に宿泊し
　　　　　　　　た鶴雅のビンゴ大会で 3等が当たりました。
■池田　一己君　新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
■横田　英喜君　下期が始まりました。引き続きご協力を宜しくお願い致します。
■中島　徳政君　下期親睦活動委員会を宜しくお願い致します。
■東堂　光春君　娘が所属する山梨学院大学が全日本大学女子サッカー選手権で見事優勝し全国制覇しまし
　　　　　　　　た。更に私の甥（事務局の小野田さんの息子）も中央大学で全日本大学アイスホッケー選
　　　　　　　手権で見事優勝し、兄弟揃って全国制覇しました。
■本間　弘人君　結婚祝い　ありがとうございます。

今年度累計　　339,420 円　　


